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た
も
の
.で
1
办

.-
"
'次
い
へ
で
8:
>
か
ら 

C
.1
5
16)

迄
の
特
徵
は
上
記
の
特
徵
を
K

R說
明
し
發
展
^
加
へ
介
も
の
で
ぁ
る
。
' :

、
■

へI

ゲ
ダ
は
、
凡
ゆ
る
存
在
1 -

槪
念
の
自
已
運
動
の
顯
現
ど
看
做
す
暮
薇
的
顧
念
論
の
立
- ®

R

^

ク
か
ら
し
て
、
 

眞
に
客
觀
的
認
識
に
蓬
し
得
る

k

は
、「

槪
念
を
そ
れ
自
體
か
ら
規
定
す
る」

：^

あ
令
。\

斯
か
る
觀
念
論
的
な
辯
證
法
：
 

の
甚
本
的
特
徵
幺
、--
,
レ
ー
一一

ン
は
括
弧
の
內
に
於
て
次
の
如
ぐ
唯
物
論
盼̂

書
含
直̂

て̂

る
。「(

」
>

「

物
.

自
體
は 

を
れ
の
關
係
ざ
發
展
ビ
に
於
て
觀
察
さ
る
可
き
：で
あ
る
« _

ミ
,

乙
の
第

1

の
甚
本
的
特
徵
：の
內
に
は
、：

(1

)

觀
察
の

V

:
、

 

、
 

-

\ 

>
 

V

客
觀
性
' 
⑶
こ
の
物
の
他
の
物
k
對
す
る
多
.樣
な
る
關
係
の
，全
總
體
、g

こ
の
物
の
發
展
、
‘
れ
の
自
己
運
動
、
ビ 

が
含
ま
れ
て a

 
る
.0.
.

.

'
:

ハ
"',

一
：:

'

 

:

第
二
十
六
卷(

九
九
九〕

t

證
法
の
装
本
^

體
蒼
W
K;
就
い
て 

笫

ー

へ

配

S
3,
:



笫
！

I

十

六

卷

(
一

0

0

8

辯
證
法
.の
站
本
的
諸
特
微W

體
系w

に
就
い
て 

笫
六
號 

五
六

::
蓋
し
唯
物
辯
證
法
の
本
質
は
、
旣
に
述
べ
た
如
く
、
先
づ
主
觀
か
ら
獨
立
^
莽
す
る
を
« '
的
實
往
、
即
ち
物
質
を 

承
詉
し
、主
觀
の
感
性
、思
惟
、實
踐
の
無
限
.の
活
動
を
通
じ
て
"物
自
體
を
益
t
近
似
傲
に
主
觀
に
再
生
產
せ
ん
ビ
す 

る(

即
ち
現
實
的
な
具
體
的
風
惟
形
式)

に
あ
る
か
ら
し
て
、
當
然
要
求
^
れ
る
恶
本
的
特
徵
の
(1
)
.は
觀
察
の
.客
觀
性 

で
あ
^
'、
先
づ
主
觀
か
ら
獨
立
^
存
す
る
物
質
、
即
ち
客
觀
敗
現
實
の
»
察
か
ら
相
發
し
、
を
れ
自
牆
の
»
徵
及
び 

特
殊
な
合
法
則
性
を
硏
究
す
可
き
で
あ
る
o
さ
れ
ば
理
論
經
濟
學
の
硏
究
ゼ
際
し
て
も
、
そ

の

鄴

象

把

る

*:
:

本
主 

義
韵
生
產
共
同
生
活
體」

(
拙
稿「

«!
論
經
濟
學
の
對
象」

'三
田
.學
會
雜
；

I
、

域
和
六
.'
三
參
照)

が
各
個
人
の
主
諷
の 

目
的
意
志
活
動
の
結
果
生
じ
た
も
の
で
は
あ

，
.

る
が
、
そ
の
結
果
生
じ
た
i
の
資
本
主
義
社
會
の
機
構
は
各
個
人
の
目 

的
意
志
通
6

R
は
現
は
れ
ず
し
て
、
寧
ろ
反
對
の
方
向
^
運
動
す
る(

例
、
各
資
本
家
の
利
潤
追
於
欲
ど
生
産
過
剰 

の
結
果
生
ず
る
恐
條
、
利
潤
率
の
低
下)
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
そ
れ
は
各
個
人
の
主
觀
か
ら
獨
立
^
存
す
る
客 

觀
的
货
在
で
從
つ
' て
先
づ
客
觀
的
食
在
ど
し
て
の
資
本
主
義
社
#
を
•觀

察

し

、
そ
れ
の
最
も
兹
本
的
特
徵
や
る
.ゆ 

品
^
云
ふ
客
觀
的
社
會
關
係
の
硏
究
か
ら
出
發
し
て
、
資
本
主
義
社
會
の
特
殊
な
合
法
則
性
の
硏
究
R
至
る
可
さ
で 

あ
る
。
こ
れ
^
反
し
て
、
限
界
效
用
學
派
の
如
く
、
單
k
主
觀
の
內
部
R
於
け
る
心
理
過
程
た
る
效
用
を
以
つ
て
理 

論
經
濟
學
の
出
發
？

す
る
時
は
、
各
主
觀
の
決
意
ど
は
異
つ
た
方
向
に
迤
動
す
る
客
氍
的
實
在
た
る
賢
本
主
義
社 

會
の
特
徵
竝
R
そ
の
.特
殊
な
合
法
性
が
認
識
さ
れ
る
途
は
最
初
か
ら
斷
た
れ
て
終
ふ
。

、
又
、
唯
物
辯
證
法
の
本
質
^
於
て
明
か
に
さ
れ
た
如
く
、
物
質
は
^
れ
自
體「

對
立
物
の
統一
」

で
あ
6
、
そ
れ 

故
こ
の
カ
に
ょ
つ
て
物
質
ば
自
己
運
動
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
一
つ
の
運
動
形
態
^
あ
る
物
質
は
、
そ
れ 

'か
[|
:
1來
し
た
观
め
種
々
な
る
運
動
形
-1
^
ぁ
っ
た
物
質
ど
關
係
を
持
っ
も
の
で
あ
6
、
從
つ
て
仑
れ
等
種
令
の
蓮
動

形
態

k
あ
つ
た
物
質
の
對
立
し
た
諸
契
機
、の
總
て
を
自
己
の
內
に
包
括
し
、
從
つ
て「
多
様
な
る
规
定
の
統
一」

で 

あ

6
、

a
又
多
様
な
る
規
定
の
統
一
で
あ
る
こ
の
一
定
の
運
動
形
態

R
あ
る
客
觀
的
實
在
を
觀
廣
す
る
に
は
、
そ
れ 

等

1
定

._
の

「

多
樣
な
るi

取
の
全
總
體」

を
硏
究
す
可
き
で
あ
る
。(

拙
稿
、
'

「

現

實

牲

認

識

；
へ
’の
.道」

三
田
學
會
雜 

誌
、
昭
和
匕

*ー
一
、
六

九

—

七
〇
頁
參
照)

斯
く
て
⑼
の「

こ

0'
-物
の
他
の
物

對̂
す
る
多
樣
な
る
關
係
の
全
總
體」

の 

獅
察
な
る
要
求
が
生
じ
て
來
る
。

5
れ
ば
现
論
經
濟
學
の
硏
究

R
際
し
て
も
、

一
つ
の
對
象
、
例
へ
ば
資
本
を
硏
究 

す
る
に
ば
、
‘
れ
が

©
來
す
る
所
の
他
の
對
象
、
.例
べ
ば
商
品
、
使
用
價
値

V 

.
交
：換
價
値(

價
格

y
ff
l
値
、勞
働
カ
、

'.I
 

• .
 

-
 

:
 

,
 

..i
 

... 

••
 

.....
 

•

.

.

.

. 

. 
.
•
. 
.
 

• 
...
 

. 
;
 

..
 
.
 
-
 

'
.

生
產
手
段
、
余
剩
偾
値
、
.页
に
又
木
糖
資
本
、
可
變
資
本
等
々

の「

他
の
物
に
謝
す
る
多
様
な
る
關
係
め
全
總
體」

 

に
於
て
硏
究
し
て
乙
を
、
客
觀
的
現
實
ビ
し
て
の
資
本
を
最
も
近
似
的
に
主
親
に
興
生
產
し
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち

資

本

は

:

:

. 
:
'
.̂
 

:

;■
•
:

.:

•
.'

.

。—

_
{れ

罕

：
農

0^
3
丨

9

?

!

1

|
 
セ
！

. 

• 
, 

I 

. :i 
'く
.
.
/
'…

.バ
'
'.
-..
'/
,

で
あ
る
。
己
れ

^
反
し
て
、
若
し
限
界
效
用
學
派
其
他
の
俗
流
經
濟
學
者
の
如
く
、
資
本
の
諸
關
係
の
全
總
體
の
一 

面
を
現
は
す
に
過
ぎ
な
い
所
の「

生
產
手
段」

(

^
6
:な.る
規
定

固̂
軟
し
、
資
本

は̂「

生
產

れ̂

.た

.生
產
手
段」 

な

6
. 

Vj

規
定
す
る
な
ら
ば
、.硬
化
ど
誤
謬
に
墜
入
ら
ざ
る

得̂
な
い
。
ビ
云
ふ
■の
は
資
本
の
本
質
は
会
剩
勞
働
の
摧 

取
關
係
ど
云
ふ
一
種
の
社
會
關
係
で

f

、
た
ヾ
を
の
現
象
，
ff
i
ビ
し
て
.機
_
、

m
料
、
工
場
等
々
の
形
態
を
0
る 

の
で
あ
办
、
決
し
て
直
狻「

生
齑
さ
れ
た
生
產
系
段」

そ
•の

も
の
、
即
ち
自
然
的
素
材
を
の
も
の
ザ
は
fc
-
6
:得
な
い 

か
ら
で
あ
る
，

： 

.
,

:

笫
ニ
十
六
卷

(

一0
01

)
：

辯
證
法
の
職
本
的
賭
特
徵W

體
系
:̂
に
就
や
て 

f

ハ披

k

.七



第
ニ
十
六
卷
2

0

〇
5

辯
證
法
の
莲
本
的
諸
特
徵
晶
系
V
K:

就

ぃ

て
..
.
第

六

狭

.

五
' 

へ
ー
ゲ
ル
说
觀
念
論
的
ド
で
は
あ
る
が
、
旣
^

乙

の
,«

を
指
摘
し
て
居
る
。
被
^

ょ
れ
ば
"
.
絕
對
精
神
が
自
己
運 

動
す
る
.乙
V

R

ょ

か

ら

「

本
質」

へ
、
本
質
か
ら

r

槪
念」

へ
、
;§
に
槪
舍
の
最
高
め
發
展
段
階
ど
し
て 

の

「

理
念
ぃ
へ
到
達
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、r

槪
念
^

客
觀
性
ど
の
絕
對
的
縦
|」

(

が
0
7
<
:
1
0
瓦
宗
，
§
.

2

1

3

〕

即
ち 

名
觀
的
眞
理
せ
し
て
の
理
念
は
、
そ
れ
が
*

來

し

た「

有」

、「

本
質」

、「

槪
念」

：
の
凡
ゆ
る
契
猶
办
全
總
體
.
で
あ
る
'0
'
 

傲
^

客
勸
的
眞
酒
ミ
し
て
の
へ「

理
.念」

：̂

就
：ぃ
ズ
、
次
の
吻
4

述
べ
<

辟
る
。「

個
別
的
有
は
锂
念
の
或
る「

面
で
あ 

う
、
從
つ
て
更
R

M

の
も
の
、
た
め
に
は
、
同
樣
に
特
R

獨
立
^
存
す
る
が
如
く
見
ゆ
が
他
の
歡
現
實
性
が
必
要
で
あ 

6

そ
れ
等
を
，總

括

し

：
そ
れ
#

の
關
係U

於：

て
の
み
.槪
念
は
實
現
す
る
。".獨
立
し
た
個
別
的
な
も
の
は
そ
の
槪
念 

に
適
合
し
な
い」

(
E
n
c
y
c
l
o
p

s-i
e
,

 

h
r
s
g
,

 
v
.

 

r

 H
e
n
n
i
n

oq,

 

v
o
l
l
s
f
d
i
g
e

 

A
u
s
s
b
e
.

 

B
d
.

 

6.

 

s
.

 

3
00
C

ビ
。

レ 

丨
ニ
ン
：漱
乙
の
句
>

唯
物
論
的
に
說
明
し
て
白
く
、「

個

別

的

有

(

衡
識
、
現
象
等)

は

理

念

(

眞
遡)

の
一
面
で
あ 

る

C

R

過
ぎ
：な
ぃ)

«

理
R

わ
つ
■
て
は
、ハ
同
樣
■に
萆
R

獨
克
し
た
、.
，.個
々
^

特
に
®:

立
に
在
す
'
る〕

も
か
、
如
く
見 

ゆ

る

他
.0
:現
»

性
0
:
项
に
他
の
識
方
«

が
必
要
で
あ
る
0

:
令
れ
等
の
；編

輕

(

そ
れ
攀
の
：總
括)

：反
虎
_
紀
に
於
て
の 

み
眞
现
が
®

現
^

れ
る」

，
っ

SI
R

又
レ
h

-
j

ン
は
、'
|

九
ニ
'

|
电
1

1
月
の
勞
働
卿
合
に
關
す
る
討
論
に
於
て
、
響 

證
法
の
通
俗
的
說
明
.？
:

試
み
る
に
當
つ
て
、
先
づ
ぞ
の
第
一
：の
：要
求
ど
し
て
、「

對
象
5:
.

現
實
に
知
5

爲
k

は
、
そ
の 

凡
ゆ
る
方
面
、:
凡
ゆ
る
關
聯
及
び
媒
介
ビ
が
把
搌
s

n

、
硏
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
g

o

.菩

々
は
.決
し
て
完
全
^
は 

こ
れ
^

茧
^

し
なs

'̂

ら
う
力
全
}
£性
は
W
々
を
亂
擊

ど
硬
化
か
ら
救
ふ
で
あ
ら
う」

€

o (
s

p:9
t
l
i
c
h
e

 

W
e
r
k
e
,

 

B
d
.

 

X
y
i
l
l
,

 

A
r
d
k
e
l
:
N
o
c
H

 

e
i
n
m
a
l

 

o
b
e
r

 

d
i
e

 

G
e
w
e
r
k
s
c
h
a
f
t
e
n
.
)

乙
.の
觀
察
の
；全
而
性
の
'
.要
求
に
竝
ん
で
'

「

尚
^「

乙
の
物
'べ
竑
;̂
.現
象)

の
1>
か
、
を
れ
の
自
己
*
動

、
.
そ
れ
の

自
己
生
命」

^
於
て
觀
察
す
可
さ
袈
求
は
、
當
浓
唯
物
.辯
證
丧
の
本
質
か
ら
注
じ
て
.來
る
。
存
在
論
ど
し
て
の
唯
物 

_
證
决
は
物
質
が
對
立
物
の
統
ー
な
る
根
據
に
ょ
つ
て
自
己
運
動
を
な
す
こV

を
認
む
る
の
で
あ
る
。(

拙
稿
、
三
田 

學
會
雜
誌
、昭
和
七
*
ー
>
六
ニ
丄
ハ
九
頁
參
照)

從
つ
て
認
識
論
ど
し
て
の
唯
物
辯
證
法
も
、>

の
自
己
運
動
す
る 

對
象
を
主
狐
^
於
て
.近
似
的
に
反
映
す
る
が
爲
に
は
、
そ
の
運
動
を
反
映
す
る
が
.如
さ
可
動
的
な
、
0
伸
性
に
富
ん 

だ
槪
念
、
思
惟
範
疇
を
用
ふ
可
き
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
理
論
經
濟
學
の
對
象
た
る
商
品
に
し
て
も
、
商
品
は
一
方
に 

於
て
|*
1
'
4
:
|
素
材
^
ょ
つ
て
使
用
價
値
を
持
ち
、
他
方
勞
働
生
產
物
^
し
て
社
會
的
勞
働
量
即
ち
價
値
の
體
現
ビ
し 

て
交
換
掼
1

(

價
格)

を
持
ち
、，'斯
か
る
使
用
價
値
ビ
交
換
偾
値
な
.る
對
立
物
の
統
.

1
.

な
る
が
故
に
、
商
品
は
賣
手 

が
ら
買
手
/
の
交
換
運
動
を
營
み
得
る
の
で
あ
る
。
ビ
云
ふ
の
は
、
使
用
價
値
が
あ
れ
ば
セ
そ
買
手
は
乙
れ
を
買
は

ん
ど
す
る
の
で
あ
ぅ
、
'

又
凡
ゅ
る
商
品
亿
共
通
な
契
機
^

し
て
價
値
量
、
從
つ

て
交
換
價
値
が
あ
れ
ば
之
そ
相
互
に

-

>.......
 

.
 

.
 

-
 

•
 
•
 
'
 
•.
 

:
■

.

 
.
 
.
 
:
 

.
,
.
.
.

1

定
の
割
合
に
於
て
交
換
3

れ
る
か
ら
.で
あ
る
”

さ
て
撕
か
-^
蓮
動
す
る
商
品
な
名
對
象
の
槪
念
を
規
定
す
る
場
合 

R

は
，
ぞ
れ
R

用
ひ
ら
れ
る
思
惟
範
疇
が
一
つ
，の
規
定
か
ら
他
の
規

定
^
移
行
し
得
る
が
如
き
運
動
性
ど
屈
伸
性
を 

持
つ
て
ぬ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

即
ち
使
用
價
値
な
る
敵
疇
は
そ
れ
自
體
そ
れ
む
對
立
す
る
交
換
«
値
衣
る
範
疇
を
そ 

作
の
契
機
'̂

し
て
含
み
、
又
逆
^
後
者
は
前
者
5:
:

仑
れ
.
の
契
機
ビ
し
て
含
み
、斯
く
て
對
立
す
る
範
疇
が
相
互
^
移
行 

し
、
.統

I

s

rl

、
以
つ
て
商
品
の
槪
念
が
使
用
價
値
^

交
換
傦
値
な
る
對
立
的
契
機
の
統
一
な
▲

ビ
規
定
^
れ
る
場 

合
に
、
，初
め
て
蓮
動
す
る
對
象
ビ
し
て
以
商
品
を
近
似
的
に
反
映
す
る
槪
念
が
得
ら
れ
る
。

こ
.の

Z
ど
は
、
*
ホ
な 

る
對
象
に
就
い
て
考
へ
る
ネ
ら
ば
ノ
觅
舡
明
か
に
な
る
だ
も
ぅ
。
資
本
な
が
對
象
は
余
剩
價
値
の
再
生
產
な
る
運
動 

5:
.
營
む
も
以
で
お
^
'
、
こ
の
運
動
を
鲁
む
が
爲
^

は
、
.資
本
：

t
l

先
づ
貨
幣
形
態
に
於
て
現
は
れ
る
が
、
貨
幣
そ
の
も

.第
二
十
六
卷
2

0

〇
三〕

辯
證
法
の
基
本
的
諸
特
徵
ミ
體
系
忒
に
就
い
て 

笛
六
號 

五
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謎
法
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基
本
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靡
徵
I

f
に
就
い

て

.
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ハ

號

C
0 

の
ば
^

接
何
等
の
佘
剩
價
値
4

む
も
の
で
？

、
,

鮮

幣

^
^

ラ

M

ぱ

ほ

I

I

ひ
て
新
S

る
I

の
商
品
I

攀

I

f

翕

S

?

の
S

I

I

p

l

l

l

^

パ

■

の
i

f

 

I

I

!
. 

(

G—

f

s

f
、

論

 

I

 は
、

i

 

I

 

i

す

し

て

、
s

i

貨
幣
I

s

し
s

鑫

定

銮

g

移
f

れ
、
統
一

衰
て
居
る
。
 

h

a

w

し
L<

天
才
へ
，
ゲ
£

よ
っ
て
暗
f

れ

て

营

。
彼
f

 

S

I

S

て
、
悟

性

は一

つ
の
®

は
ィ
の
凡
ゆ
る
f

形
式
か
ら
孤
立
し
、
獨
立
S

す
る(

即
自
的
な)

も
の
I

へ
る
が
、
I

r

A

I 

.
つ
の
S

形
式
k
固
執
す
£

す
る
？

、
.
反
？

そ
れ
f

れ
I

f

气

8

美

)

式
k
移
行
せ

.

^
1 ?
:
”

1

|

|

|塁
は
見
出
し
、
終

货

辯

爲

禁

1

S

I
形
？

、
兵

I

盾
す
る

开
式
こ
S

棄
し
、
統

一

す
る
i

f

つ
て
、
よ
ぅ
眞
塁
を
持
つ
た

(

即

且

雷

的

〕

思
惟
？

こ
達 

J-
L

f

る
過
^
^
ま
限
の
發
泛
よ
っ
て
絕
對
的
眞
理
た
る
絕
對
的
理
念
に
達
す

尝
考
へ
た
。(

拙
稿
、「

親
念 

け
る
現
實
性
屢
へ
の
I

」

三
田
學
會
雜
誌
、
昭
和
七
•

ニ
、
ニ
ー 
五

！

一
 

四
〇
頁
參
照)

例
へ
ば
、「

u

」

'

H

看

1

變

ら

孤

I

、
即
|

ぁ
|

募

へ

ら

れ

る
|

、
卜

卜

^

;

、

”

加
^

:

s

i
し
て
、
結
局
非
有

即
ち「

無」
(

對
自
的
I

の
I

い
も
の
で
實
從
つ
て「

有」

ま

そ
H

塵
即
ち
即
且
對
自
的

S

「

無」

を
そ
の
契
機
£

、

「
f

「

無」

の
統
I

s
.'「

成」

•著

o
o r

I)

、
？

の
へ
，
ゲ
ダ
に
於
け
る
疋
し
き
核
心
を
捉
へ
て
、
次
の
如
く
述
べ
て
J

、「

へ
，
ゲ
ル
よ
、
聰
明
1

つ
溆
知
的
で
あ
る
。

へ
ー
ゲ
，
は
、
普
通
^

は
死
せ
る
も
の
ど
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
諸
槪
念
の
：中
に
運
動
が
あ
る
こ
ど 

を
^

し
^

有
阳
者
ど
は
終
結
へ
.
向
つ
て
進
み
つ
.
、
あ
る
も
の
を
意
味
す
る
！

或
る
も
の
^

は
、.■
他
り7

P.

の
で 

な
い
も
の
を
意
.味するのだ！

有

.
一
般V

は
、
有
卩
非
有
ど
い
ふ
が
如
さ
非
規
定
態
を
意
味
す
る
，
諸
槪
念
の
全 

而
的
普
遍
的
*

屈
伸
性
^

^

諸
對
立
性
の
同

I

R

ま
で
行
く
屈
#

性

——

こ
v

k

間
題
.の
本
質
が
あ
る
。
主
觀
的
に 

適
用
さ
れ
だ
.
ミ
の
屈
伸
性
は
、
，折
衷
主
義
で
あ
6

、
詭
辯
哲
學
で
あ
る
。：
客
観
的
に
適
用
3

れ
/2

屈
仲
性
、
即
ち
物 

質
的
過
程
の
全
面
性V

J
、

こ
の
過
程
の
統1

V
J
V
J

反
映
し
て
，

Q

る
屈
伸
性
は
、
辯
證
法
で
あ
々
、
他
界
の
：不
斷
め
.發 

®

の
正
し
い
反
映
で
あ
る」

ど
。(

川
內
唯
彥
譯「

へ
ー
ゲ
ル
論
理
の
科
學
大
綱」

、叢
文
閣
、
六
九
丨
七
〇
育)

: 

以
上
妃
於
て
第i

の
某
本
的
特
徵
竝
R

を
の
諸
要
素
に
就
て
說
明
が
な
^

れ
代
か
ら
し
て
、
次
^

罟
々
は
唯
物
辯
_
 

證
法
の
第
.

一 .
1

の
基
本
的
特
徴
、
即
ち0

一)

、「

物
m

體
K

於
け
る
矛
盾
せ
る
ネ
の
/

;
各
現
象
に
於
け
み
矛
厝
せ
る
：諸
カ 

ビ
諸
傾
！

E
.J

'

の
說
明
R

移
ら
ぅ
。
こ
の
$

本
的
特
徵
の
，內
に
は
、
更
^

1

1

1つ
の
契
機
が
含
^

れ
て
居
る
。
即
ち
物
自 

體
の
內
R

矛
盾
し
た
諸
力
.
、
諸
傾
向
を
見
出
す
こ
气
次
に
こ
れ
等
矛
盾
し
た
諸
カ
:'
傾
向
は
同
一
の
物
自
體
の
内 

R

統

一

S

れ
て
ゐ
る
の
を
知
る
こ
ど
、
斯
く
て
同
一
物
質
の
內
に
.
絲

：
さ
れ
で
ゐ
る
矛
盾
し
た
諸
カ
.>
.
諸
傾
^
の
闘 

#

、
展
開

V
J

し
て
物
質
の
運
動
を
觀
察
す
る
こ
ど
\

か
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
al
R

レ
h 
•二：
 

x

k

從

？
て
.云S

.

換
へ
る
な 

ら
ば
、
3

、t

の
物
に
於
け
：る
内
部
的
の
矛
盾
し
た
諸
傾
向
、
.
的

、對
立
物
の
a

計
竝
K

統
.

I

し
て
の
物
、g

、«

か
.
 

る
對
立
物
の
鬪
箏
乃
至
展：

開
、
：ビ
を
含
む
：
:0
.

'

旣
R
述
べ
た
如
く
、
存
在
論
ビ
し
て
の
唯
物
辯
證
法
は
.、
|
定
の
運
動
形
態
に
あ
る
物
質
ば
總
て
4
/の
.：內
部
^
相 

矛
盾
し
、
對
立
し
た
契
機
を
含
み
、
.そ
れ
の
圆
带
、.
展
開
^
ょ
づ
て
運
動
が
惹
き
趣
さ
れ
る
.己
ど
を
認
贫
そ
れ
故

' 
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笫
一
王
\

卷

(

一0
2
0

霞
法
の
蒙
的
諸
特
徵v

體
■系w

に
親
い
て 

第
3

山、

.

又

鱟

論

£

て

の

辯

證

法

が

"
‘

.
の

第

P

S

本
的
特
徵
ば
從
.っ
て
客
観
的
對
象
を
近
篇
璧
觀
£

?

. 

ん
ど
欲
す
る
限
ぅ
"
先
づ
對
象
自
蟫
の
內
寒
ず
る
矛
盾
，
對
立
し
一
藤
管
見
拙
象
け
れ
ば
な
雪o

從
？
て

I

I

學
s

i

、
f

の
對
S

雪

着

，

i

商
品
I

て
の
勞
働
：(

賃
銀
勞
働)

募

究

す

る

場

合

，
先
づ
勞
働
は

I

定
形
態
の
商
品
例
へ
ば
絲
、
布
等
f

パ 

!

、
織
つ
f

す
S

有
用
な
I

、
具
體
的
勞
働
を
提
供
す
I

故
I

品

軟
S

I

働
は
具
體
的
勞
働
な
I

の

第

I

の
命
題
I

定
さ
れ
；得
る
。、
然
し
資
本
家
が
勞
慟
I

貨
a

入
れ
る

の
は
.

裏

糸
、
.

布
等
I

身
消
費
す
I

爲
5

?

、：
蒙
さ
れ
た
商
品

i

o

S

®

:

.

(

貨
幣
I

,
現
は

3

れ

參

剩

價

値

、
’翕

勞

働
)

I

ん
S

で
あ
る
•

：從
つ
て
商
|

し
て
€

勞
働
#

要
I

s

I

動 

力
儐
値A

t
g

象
が
勞
個)

，
及
び
余
乘
價
値
ノ (

抽
象
的
余
剩
勞
働)

ど
生
み
出
す
赃
ゲ
に
於
て
匕
あ
る
.
。
%

く
て
3

:

1

=
 

£

て
S

働
は
抽
象
I

働
で
あ
？

：の
，
第
.

I

I

題

集

盾

す
_

る
S

の
內
S

矛
盾
す
る
i

的
勞
働
S

抽

象

的

勞

働

を

总

す
I

f

つ
：て
の
み
、
商
品
E

て
交
M
 

?

營
む
對
象
ビ
し
て
S

'L
I

。
-

S

ば
レ
，

1
1
.

ゾ
も
、
：
：へ
，
ゲ
：ル
の
I

f

讀
ひ
に
際
し
、〔

次
の
如
"
記

し
て
居
る
。「

辯

爾

一

般

は

第

I

の
命
S

霊

し

、
そ
れ
I

I

の
命
題
が
ど
っ
て
1

(

5

の
：命
題
か
ら
第 

1
1

の
命
題
に
移
行
し
、：
第

一

S

第
二
の
.
命
題
の
'
間
に
關
f

.

見
出
すy

,

i

I

る」
：

i
 

S

又
'
i

純
な
本
原 

一I

定
I

張
、
命
題
等
ど
の
關
德
S

て
、

8

法
的
契
機
即
I

學
的
觀
察
は
區
別
、
關
蹄
、
'i

 

ネ

の

賞
S

す
る
。
こ
れ
な
く
ん
ば
單
純
I

定
的
主
張
は
不
完
全
な
、
生
命
I

、
s

f

の
で
あ
る」

气

(vgl.  A

ニ
0
:
1

 
一
，

M
a

一
 
べsm

lk
n

l

農 u.  
S
I k.  in  :  :u

l  dsv  B
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M
l
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M
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s
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'
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咖
驗
屢

.
次
い
で
否
冷
は
、
單

^
對
象
の
內
^
矛
盾
し
た
契
機
、
側
面
、
傾
向
を
見
出
す
^
ど
く
ま
つ
て
は
衣
ら
ぬ
。
若
し 

然
る
時
は
、
往
々
に
し
て
、
見
出
3
れ
た
鋳
々
の
契
機
に
固
執
1
、
を
れ
等
を
相
互
^
獨
立
：し
、
孤
立
し
た
も
の
ど 

着
做
し
、
分
離
し
て
終
ふ
が
ら
で
あ
る
。
然
る
時
ば
生
.々
^
し
た
る
對
象
5:
把
握
し
'得
ず
し
て
、
對
象
は
主
觀
^
於 

て
乾
枯
び
た
も
の
^
化
し
て
終
ふ
か
ら
.で
あ
る
。
從
つ
.て
菩
々
は
、
、
K

R
矛
盾
' 
對
立
し
た
乙
れ
等
の
€
機
を
同一 

對
象
の
契
機
ど
し
て
統
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
て
故
に
理
論
經
濟
學
^
於
て
'も
、',
:
.
先
の
賃
鈒
勞
働
な
る
對
象
の
例
で 

も
明
か
な
る
が
如
く
、
賃
銀
勞
働
を
具
微
的
勞
働VJ

抽
象
的
勞
働
の
統一

匕
し
て
.規
定
し
.て
己
^
、
初
め
て
交
換
運 

動
を
營
ひ
勞
働
ど
し
て
把
揠
^
れ
る
の
で
あ
气
-
丨
ゲ
ル
も
、
を
の

.「

哲
學
&
し
の
第
；

|

卷
ば
於
て
、
運
•動
.の
不 

可
能
性
に
對
す
る
エ
レ
ァ
學
派
の
證
明
を
分
析
，し
た
際
^
、'
運
動
を
忍
惟
に
ょ
.
.
0て叙
述
ず
‘
乙
を
の
画
難
ば
、
ff
i 

惟
が
現
實
k
は
結
び
付S

て
ゐ
る
對
象
の
諸
伽
面
を
分
離
し
て
®

^
す
可
さ
^
に
あ
；る
.さ̂

?:
:
ぽ
#
1 >

'て
&
る
.
0:
レ 

丨
与
ン
は
こ
れ
に
對
し
次
の
如
く
書
い
セ
ゐ
る
"「

菩
々
は
經
續
的
な
も
の
.5:
:
中
斷
.し
、
單
純
忆
し
、
粗
雜
に
し
、
-
生 

々
ミ
し
た
も'の
を
區
分I
、
殺
^
ず
し
て
ば.、
^
動
?:
表
象
し
た>
、
.表
_
し
'
だ

如

，
、
ヾ
«

定
.し
た
气
：
叙
述
ず
る
乙 

ど
が
出
來
な
ぃ
。
思
惟
^
ょ
つ
て
述
動
を
叙
述
す
る
に
は
、.
常
^
粗
雑
^
じ
、
死
滅
せ

5

る
、
.
.
页
紀
詳
し
く
云
ふ
な 

ら
ば
、
思
惟
^
ょ
る
ば
が6

で
* 
く 

r

感
覺
に
ょ
つ
て
、.

運
動
の
み
な
ら
ず
、
凡
ゆ
る
槪
念
乾
も
粗
雜
k
し
、' 

死
滅 

3
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
饊
^
辯
證
法
.の
本
質
が
あ
る
。：
こ
の
本
質
は
實
^
對
立
物
の
統
|
參
、
.:
.勋『

|
1な
る
表
式
?: 

以
つ
て
現
は
^
れ
る」

ど
。(vgl. 

AdoratskI, 

Ebenda. 

s. 

309)

苦
々
は
觅
に
進
ん
で
、
對
象
め
運
動
を
そ
の
*

象
の
內
部
の
對
立
物
の
：鬪
爭
乃
至
鹿
時
どJ

て
認
識
し
な
け
れ
ば

.
，
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辯
證
法
の
擊
的
諸
特
徵
矗
系
V

S
い
て
. 

第
S
 
.

U

r

從
.つ
て
I

經
濟
學
I

も
、
例
べ
f

t

低
下
、
；
生

産
過
剰
、

恐

f

 

I

現
象
の
f

 

の
I

乃
至
展
開
£

て
I

I

I
あ
る
。I

前
I

如
ぐ
，

I

I

 

_

の
絲|
て
あ
る
J

ろ
で
|

£

て
の
勞
働
の
.價
値(

そ
の
現
象
形
態
は
貨
銀)

は
、
を

の

雲

|

生 

W
す
る
|

1

物
；

食
料
、
衣
服
、
住
宅
等
々)

に
ょ
へ
從
？

、
'
■
物
？

生
產
す
る
き
會
的
|
 

要
苦
る
I

I

 (
W
象
的
勞
働
の
量)

5

.
つ

て

決

定

具

る

。
從

.つ

て

着

の

生

產

か

S

加
し
、
司「

努 

働
時
間
|

用
勞
働
、具
體
的
勞
働
の
.形
T

I

 く
の
物
資

1

産
し
得
る
や

I

4

生
產
す

s

l

f

れ
る
.物
資
|

產
す
る

S

雷

る

、
抽
象
的
勞
儆
の
鐵
減
少
し
、
，爲
I

動
の
们 

ロ=
價
値
、
從
つ
て
|

現
象
形
態
た
叠
鈒
は
低
下
す
る
矛
盾
が
生
じ
て
來
る
。
f

 

賃
I

s

の
鱗
買
能
力
の
I

、
他
方
S

て
物
資
|

產
の
增
加
、
そ
の
結
果
f

i

 

E

歷
開
し
、
を
S

勞
働
議
等
の
階
級
闘
.爭
を
生
み
出
す
S

る
：。
乙
の
S

關
し
'
旣
5
 —

ゲ
.レ
次
ー

\ *

ー
 

三

年

C

靈

學

)

4

世
界
の
I

的
I

I

識
し
、
マV

V

ス
はr

八
#
率

(

哲
s

:

f

、
■ 

,s , 

會

篇

の

謹

i

、
；ダ
丨
ゥ
,
ン
：は
一
八
五
：九
年
I

I

) 

I

機
的
世
界
の
發
展
の
8

替
 

エ
、
ヶ
ノ
ス
は
一
八
五
〇
年
代
の
終
ぶ
ら
、
特
£

、
.八
o
年
代
8

て
自
然
の
證
法
の
問
I

、
.レ
，

,

ノ 

は
！
九
〇
八
牟
！

の「

唯
物
論
I

I

判
論」

£

て
同
一
の
問
題
e
取
扱
つ
た
の
で
あ
る
。
 

f

は
次
I

物
辯
I

の
第
三
の
S

的
特
徵
、
即
ち(

三)

、「
分
析
ど
綜
合
の
統一

」

の
說
明
S

ら
ぅ
。
レ
.

H

p

:

特

、「

分
析
I

芒

^

■
旣
R

屢
"

指
摘
し
た
如
く
、
存
在
論
ど
し
て
の
唯
物
辯
證
は
次
の
事
を
認
む
る
。
物
質
は
對
立
物
の
統
一
な
る
が 

故
-
^
.運
®

し

個

々
“

:f
l

^

5:
c

じ
て
%

.«

な
運
®

形
態
^

あ
る
物
質
か
ら
よ
.
6
.複
雜
な
.運
動
形
態
CC

あ
る
物
質
へ 

と̂

-
的
必
が
性
を
以
つ
て
雜
行
し(

仴
生
物
の
逝
化
論
の
證
明
す
る
取
細
胞
か
ら
よ
々
複
雑
な
有
機
體
へ
の
發 

M

)

、
從
つ
て
各一

定
の
運
動
.形
態
に
あ
る
物
質
は
他
の
蓮
動
形
態
R

あ
る
物
質
€

關
聯
を
持
つ
も
の
で
あ
6

、
そ
1 

が
由
來
し
た
所
の
、各
運
動
形
態
^

あ
っ
た
物
質
の
對
重
的
諸
契
機
を
含
む
ビ
共
に
、
そ
れ
.自
身
め
特
有
.な
對
立
的
諸 

契
機
を
も
含
ん
だ
頗
る
，

「

多
様
な
る
規
定
の
統
.一

」

で
あ
.る
0

ビ
乙
ろ
で
認
識
論
^

し
て
の
唯
物
辯
證
‘法
の
第一

の 

S

本
的
#

徵
は
、
對
象
を
⑴
客
觀
性
に
於
て
觀
察
す
可
く
、
從
つ
て
⑶
そ
の
對
象
の
多
様
な
る
規
定
、
關
係
、
則
面 

の
全
線
體
ど
£

自
己
運
動
ど
^

於
て
觀
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
^
吾
令
の
主
觀
は
斯
か
る
多
樣
な
る
規
定
の 

統

一

た
る
現
實
の
具
體
的
對
象
を
直
ち
^

認
識
す
る
こV

J

は
出
來
な
い
。
先
づ
最
初
に
は
、
：'
&

1
よ
よ
つ
て
そ
1

等 

多
檨
な
る
規
定
の
或
る
も
の
を
抽
象
し
、
取
出
し
て
來
て
、
こ
れ
か
ら
硏
究
を
初
め
.
る
よ
み
：外
k

m

は
な
い
。
然
し 

己
く
に
注
意
す
可
刍
は
を
の
抽
象
の
仕
方
で
あ
る
。

I

認
識
は
第I

に
客
觀
的
で
な
け
れ
ば
1

2
か
ら
、
乙
S

象
さ
れ
た
規
定
は
客
觀
的
霞
を
の
.も
の
、
一
 

規
定
?:
反
映
し
て
ゐ
な
：け
れ
ば

な

ら

g
o
/而
も
.認
識
は
第
一

I.

に
對
象.そ
の
も
の.多

様
:̂

る
規
定
の
全
總
體
を
把
握
し 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
Z
の
杣
象
さ
れ
た
：規
定
は
旣

k
他
の
全
規
定
S
關
聯
を
持
つ
も
の
^
し
て
、
 

そ
れ
等
の
規
定
を
ば
萠
芽
的
^
含
ん
で
ゐ
な
け
れ
_ば
次
ら
ぬ
。
且
つ
認
識
は
第
三
^
對
象
を
そ
の
自
己
運
動(

單
純
な 

運
動
形
態
か
ら
複
雜
な
蓮
動
形
態
'へ
の
自
己
：運
動)

k
於
て
觀
察
し
な
：け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
か
ら
、
Z
の
：抽
象
；さ
れ
た
規 

定
は
最
も
單
純
な
規
定
で
あ
る
具
化
、
よ
6
複
雜
な
他
の
規
定
へ
ビ
必
然
的
暴
展
す
.

能
«

を
有
ず
る
も
の

第

二

十

六

卷

(

一§

九)

霞

法
0
基
本
的
諸

f

微
S

I
に
就
い
て
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第
一一

十

六

卷

(

一2
 

0)

辯
.證
法
の
基
本
盼
■

特
？

體
：系w

に

就

い

て

. 

済
u
、j

六
、、

で
な
：け
れ
ば
な
ら
ぬ
。，
そ
れ
故
、
斯
が
る
抽
象
ば
：抽
象
で
は
蹇
が
、.自
己
運
動
す
る
多
樣
裏
定
'の
統
一
た
る
I
ハ
 

體
的
對
象
を
糞
的
に
反
映
す
：る
も
の
で
：あ
女
、'
然
る
限
.々

ル
！!
：i

^

f

 

>
:
即
ち「

具
體
的
抽
象」

で
ち

る 

o
:■'
.

•

 

. 

.''

」

'

:

 

-

.

-、
vl
l
' R
乙

の「

具
體
的

«
象」

は
多
樣
な
る
規
定
の
統

〖

を
分
析
す

る
乙

^
ょ̂
つ
て
得
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
限
办 

分
析
的
：で
.あ
る
が
>.
'

然
し
>̂

惟
の
出
發
點
、
端
緖
ヒ
し
：て
こ
の
杣
象
は
、
萠
芽
的
.仏
旣
^

凡
ゆ
る
他
の
規
定
?:
包

括
 

し
て
居
：る
限
“
、
同
時
に
綜
合
的
で

あ
る
。
即
ち
客
觀
的
認
識
.を
可
能
な
ら

し

あ

る

：.

「

具
體
的
抽
象1_
は

「

分
析
ど 

綜
合
の
統
ニ」

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
乙
の「

分
析

w

綜
合
の
統一

」

な
る
命
題
の
意
味
を
、
恰
も
先
づ
分
析 

か
行
は
れ
、
次s 

S

合
が
行
は

れ

る

墓
ふ
が
如
<

、
■兩
方
法
が
竝
存
的
に
若
し
く
交
替
的
紀
行
は
れ
、
然
る
後 

PF
^

か
機
械
的
^

統

一

^

れ
る
^
の
意
味̂

'

誤
解
し
て
は
な
&

2
っ§

そ
れ
は
分
析
が
同
時̂

^

合

で

あ

气

即
ち 

1

つ
の
方
法
の
內
R
揚
棄
S
れ
？
統

れ

た

も

の
.ど
解
す
可

さ
で
あ
る
。

:'
:

CL V

ホ
-
リ
ン

.

竝
に
ル
ッ
ボ
ル
等
は
假
令
へ
ヘ
ム
ル
、
マ
ル
ク
ス
、
レ

Irv
等
か
ら
多
く
の
引
爪
を
な
し
て
分
析
ミ
綜
合
の
辯 

.

i
的
統1

に
就
い
て
論
じ
.
て
居I
は
云
へ
、
彼
等
は
未
だ
統
一
の
眞
の
意
味
を
理
解
せ
ず
し
て
、
往
々
雨
者
の
機
械
論
的
結
合
に 

.

雙
つ
て
屈
る
こs

、，，§

の
言
葉
.
の
端
々
か
ら
推
察
し
得
る

OOK

ボ
丨
リ
碁
、
川
内
唯
彥
譯
、

「

辯
證
法
丨
へ
丨
ゲ
ル
論
理
學
批 

判
し
ニ
〇
六
丨
ニ 

o七
頁
、，

Lupppl,  Leinu.  d!e  Ivhuoeophie,  s:93  94 ’

同
-#
廣
岛
定
吉
課
、

一
五

1 !|

頁
を
參
照
せ
ょ

0

〕

乙

の
分
す
ど
知
合
の
統
一」

は
勸
念
?^
的
^
で
は
あ
る
が
、
旣
R
天
才
へ
|
ゲ
グ
に
ょ
つ
て
適
用
^
れ
て
居
る
。 

即
ち
、
康

性

4

3
性

の一

致
た
る
理
念(

眞
现)

.を
硏
究
せ
る
彼
の
論
理
學
は
、
直
接
K
有
f

の
端
緖
、
出 

篇

£

て
居
る
。
乙
の
有
は
理
念f

眞
理)

り|

契
機
で
あ
る
限
6
分
析
的
f

の
で
あ
る
が
、
同
時
紀
そ
れ
は
_ 

ら
|

(

眞
H)

墓

展

す

る

迄

の

凡

ゆ

論

管

_

的
に
含
む
限
▲

翕

で

あ

る

。
又
有
か
ら
理
f

至
る
迄

の
過
程
化
於
.て
現
は
れ
る
各
契
機
は
、
そ
れ
以
後
k
現
は
れ
る
所
の
よ
6
具
體
的
な
、
よ
6
眞
理
k
近
い
契
機
の
.一
 

契
機
を
成
す
限
ぅ
分
析
的
で
あ
々
、
同
時
^
よ
6
具
體
的
な
も
の
、
諸
契
機
を
浙
芽
的
^
含
む
限
ぅ
綜
合
的
な
の
で 

あ
る
。
即
ち
彼
の
論
现
學
^
於
け
る
槪
念
の
運
動
は
孰
れ
の
段
階
^
於
て
も
分
析
ミ
綜
合
の
統
，1

*の
.で
.あ
る
0 

S 

れ
ば
へ
ー
ゲ
ぺ
は
次
.の
如
ぐ
述
べ
て
居
'る
。「

端
緒
は
直
接
的
有
の
意
味
で
は
直
観
及
び
知
覺
か
ら
取
ら
れ
る
、

,
^

, 

こ
れ
が
有
限
的
認
識
作
用
の
分
析
的
方
，法
の
端
緒
で
あ
る
。
普
遍
性
の
意
味
で
.は
端
緒
は
有
.限
的
認
識
作
用
の
綜
合 

的
方
法
の
端
緖
で
あ
る
。
然
し
論
理
的
な
も
，の
は
、
直
接
疋
^
普
胁
か
わ
い
か
バ
鸣
有
が
ら
出
發
し
て
本
質
、
槪 

念
へ
、
.畏
概
念
の
最
高
發
展
段
階
た
る
理
念〕

か
か
い
お
§
い
か
か
い
0>
S

、有)

芯

い

、
、| :
| :
を

つ
て
前
提

れ̂
る
ミ
同
時

直̂
接
槪
念
そ
の
も
の
で
あ
る
が
故
に
、

析
的
な
端
緒
で
あ
る
。(

傍
»
は
筆
者)j(Encycloudie. 

§ 

2
300) 

-
C
o
次
い
で
彼
は
同
節
の
補
遺
化
於
て
、「

哲
學 

的
方
法
.
’: s
譲

法

)

は
分
析
的
で
あ
る
>」

共
.̂
綜
合
的
で
あ
る
、
だ
が
そ
.の
*
味
は
有
限
的
認
載
の
乙
の
兩
方

法

が

き

M
表

る

V」

か

澄

 ̂

 ̂

R
ぎ

k

ハ
1 :
ね

 ̂

 ̂

i

 k

わ

ぃ

、
、
■! :
,

か

ぼ

い

私

卜

揚
:l
:

:r

も
が
ビ
b-
s:
B>6

 

,

<

!:

、
S:

む

論

■

か

^
 

合
が
^

振
舞
ふ
ビ
云
'
ふ
意
味
'̂

於
て
、
あ
る(

傍
課
は
筆
者〕

」

ビ
ゾ

(
v
g
l
.

 

E
n
c
y
c
l
o
p

p:d
i
e
.

 

h
r
s
g
.

 

V
,

 

L
,

 

v
.
'
H
e
n

丨

斯
く
分
析
ど
綜
合
の
統

f

 

R

よ
つ
.て
得
ら
れ
る
具
體
的
« |
象
ば

.

、
具
體
的
な
客
觀
的
® ,

在
を
主
觀

k

#

生
産
す
.る 

乙

W

? :

可
能
な
ら
し
め
る
も
の̂

し
て
、
旣̂

抽
象
的

£

し
て
一
般
的
な
も
の
で
^ ；
る
が
、
同
時̂

殊
死
な
も
の
、 

富
を

S

己
.

の
内̂

包
括
す
る
も
の
で
，あ

4:
.

0

さ
れ
ば

.

.

レ
I

ラ
シ
も
、「

杣
象
的
な一

般
的
な
も
の
、
み
で
な
く
、

第
二
十
六
卷

c
l
〇

ニ

)

織
.證
法
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本
的
諸
特
微W.

派
系
式
に
就
”ぃ
て 
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二
十K

卷

(

1

0

1

5辯
謐
法
の
基
本
的
_
特
微
5

系

芝

就

い

て

• 

影

六

案

J
、
\

特
殊
I

の
、
赏
I

己
の
內
に
包
括
す
る
.一
般
的
f

の」
(

I

'

h

l

.
 

w

 

H
e
n
f

. V
O
I
f
i
f

 

A

1
 

I
.
B
d
. 

3. 

S. 

4
7
)

窘
へ
丨
ゲ
ル
の
句
を
.引
用
し
、r

次
い
ま
ろ
し
t

」

I

評
言
I

 

\

こ
ど
は「
r
本
論」

に
於
て
果
3
れ
て
居
る
ミ
ど
を
指
摘
し
ゐ
る
o(

レ
ー
ニ
ン
.著
、
川
內
唯.

彥
譯
、「

へ.：，
ゲ
レ
論
if
.
 

.の
科
學
大
綱」
四
三
I
四
四
頁
參
照)

、
 

ノー.！

そ

れ

故

濟

學

を

硏

，究
す
る

k
際
し
て
も
*

「

分
析

S
綜
合
の
統
一
し

た
る
：「

具
體
的
杣
象」

な
る
方
法
に

ょ 

ら
な
け
れ
ば
f

 

g

。

f

 

2

經
濟
學
S

S

る
資
本
_

社
會
は
現
實
S

頗

る

複

雑

鏡

様

な

規

豪

統 

一
>̂

れ
S

る
.。
？

ろ
で
、

ミ
の
資
本
主
義
社
會
S

の
■

き
ど
、
多
樣
I

s

s

i

i

.气

そ

の

が
 

f

ビ
S

V

把
握
す
る
が
爲
に
は
、
i

が
認
識
の
出
發
f

し
て
甩
ひ
蚤
：

g

象
が
#

象
自
體
の
，一
契
機
I

映 

す
I

止
I

ず
し
て
、
I

そ
S

S

れ
た
I

.

(

分
析)

の
內
汔
對
象
を
構
成
す
る
諸
契
機
の
全
鐘
5:
| 

■

的
S

み(

綜
合)

、
而
も
.愚

■

か
ら
次
ぎ
次
.

1

生
f

他
の
契
機
の
必
然
的
靈
的
發
展
順
,
が
對
象 

そ
の
も
の
、
運
動
の
内
的
必
然
性
を
反
映
す
f

の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
.。
こ
の
意
味
に
於
：て
マ
ル
夕
ス
が
資
本
命 

の
出
發
|

置
い
S

品
は
分
？

綜
令
の
統一

?

具
體
的
杣
象
I

る
。
即
ち
資
本
主
義
社
會

は
？

發
達
パ 

る
商
品
生
產
社
會
な
る
が
故
に
、
商
品

I

槪
念
は
對
象
そ
の
も
の
、

一

契
機
を
反
映
す
る
の
で

あ
る
。ソ
又
f

n
の 

內
S

I

、
使
用
價
値
I

値
？

矛
盾
し
8

機
は
、
旣
8

本
主
義
社
#:
'

の
凡
ゅ
'る
根
本
的
_

成
部
分
.

2 

矛
盾
を
？

的
S

む
も
の
で
あ
り
、
乙
の
矛
®
は
や
が
て
勞
働
の
使
用
價
儼
を
作
6

出
す
力
即
ち
生
產

力
の
增
加 

ヒ

象

の

偾
C

W

ち
賃
銀
の
下
落
、
生
産
過
剰
ど
消
費
不
足
、
從
つ
て
恐
條
等
の
矛
店

K
迄
で
發
展
.す
る
全
蔚
芽
を 

含
ん
で
居
る
。
更
S

•品
I

し
て
貨
幣
、
次
に
兩
者
の
統

| 

£

て
の
蒙

、剩
_

終

利g
、

產
業

利
'调
、
題

利
■
、
資
本
利
子
、
地
代
等
へ
の
槪
含
篇
は
、
個
々
の
偶
然
を
通
じ
て
現
は
れ
る
資
本
主
義
社
會
の
成
立
、
發 

屁
の
必
然
的
過
菅
反
炚
す
言
の
で
あ
る
。
且

つ

そ

念

S

各
發
展
段
階
は
、
そ
れ
以
後
k
現
ば
れ
る
槪
念
の 

1

契
機
で
或
る

(

仞沿门

|!
1
、
貨
幣
は
後
^
現
は
れ
る
資
本
の
一
.奥
機)

分
析
的
で
あ
る
が
、
同
時
^
後
の
槪 

念
S

展

す

る

煎

蓄

含

む

限

*
^
綜
合
的
で

あ
る
。

3

れ
ば
r
 

!
1
ン
は
、
資
本
論
の
端
緖
、
出
發
點
た
る
商
品
に 

a
s

て
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
、「

マ
广
ク

ス
は
、「

資
本
論」

k

於
て
、
t

、、̂

R:

、
ブ
ル

ジ
ョ
ァ
商
品
社
會
の
、
 

最
も
取
純
な
、：最
も
普
通
な
、
最
も
根
本
的
な
、
最
％
大
量
的
な
、
最
も
日
常
的
な
、
何
十
億
度
も
觀
管
れ
导
る 

?
係
、

,辟
品
交
換
を
分
析
す
る
。
分
析
は
、
ミ
の
最
も
單
純
な
現
象
化
於
て
9

\

t;
TH
® ^
g:
^ :
r» ' 

/J
L

J

k方
て)

近
代
11
會
の
雜
て
の
矛
盾
?:(

或
は
總
て
の
矛
盾
§
«
芽
5:

も)

暴
露
す
る
。
そ

の

後?)
叙

述

は吾

、々

: f
靈

を

(

|

|

.

?い)

そ
の
根
本
的
權
成
部
分
の
乾
S

て
、
い
か 

最
初
か
ら
最
後
ま
で
示
す
。(

傍
«
は
筆
者)」

^

。(simtliche 

Werke. 

BJ. 

Xllr, 

S

 

I
f
r
l

u
n
' 

^

1

.
 

譯

「

唯
物
論
晶
驗
批
判
論」

六
〇
量

.

ブ
f

こ
れ
に
反
し
限
界
效
用
學
派
は「

ブ
\
ジ
H
ァ
社
會
の
細
胞」

の
代
ぅ
に
.「

效
用」

を
以
つ
て
を
の
硏
究
の
出
發 

?

し
て
尼
る
0
斯
力
H

、
效
用
が
本
來
個
人
の
、霖

的

評

« ^
で
あ
'
 
純
心
理
的
過
程
で
あ
る
以
上
、
幽 

論
經
濟
學
の
藝
象
た
る
客
觀
的
實
在W

し
て
の
人
間
對
人
間
の
社
會
關
係
ぐ
か
い
か
い
一
め
鄭
を
杣
象
し
た
も
の
で 

な
く
最
初
力
ら
對
象
そ
の
も
の
、
凡
ゆ
る
契
機
を
前
芽
的
^
含
ん
で
ゐ
な
い
し
、
又
對
象
を
運
動
に
於
て
把
振
す 

る
可
能
性
を
失
つ
て
終
つ
て
居
る
。
即
ち
彼
等
の
用
ひ
る
抽
象
は
乾
枯
び
た
、
死
せ
る
、
不
動
な
抽
象
で
.あ
.々
、
.決 

し
て
客
觀
的
實
在
を
反
映
す
る
；具
體
的
杣
象
で
は
あ
み
得
な
い
0

纷
ご
i
ノ
卷
.
.
.

(
1

〇1

三)

辯
.證
法
の
蒙
的
諸
特
徴
.

w

體
系W.

に
就
い
て 

第』

、號

c 

L



r
ニ
十
-

K.

卷

(
i o

 
ー_凹〕

、辯
證
法
の
^
本
.的
諸
特
徴
'？
'

」

體
系
ぐ」

に

就

い

て

‘ 

第

六

放

t
o

,
'以
::
±

.k
於
て
、
..
.菩
々
が
唯
物
辯
證
^
的
^
認
：識
す
5
揚
合
に
.要
求
^
れ
る
三
つ
の
根
本
的
態
度
、
基
本
的
特
徵
が 

明
か
^
な

:o
たV」

思
ふ
。
レ
i

一
 

ン
もS

の
筒
條
を
擧
げ
て
後
、「

ミ
れ
で
以
つ
て
辯
證
法
の
核
心
は
捉
へ
ら
れ
て
ゐ 

各
だ
ら
ぅ」
'ビ
述
べ
て
居
る
。
然
し
彼
は
、「

乙
れ
は
說
明
ど
發
展
<£
5:
必
要
す
る」

ど
述
べ
、
次
い
でg

.

か
ら(2) 

k
至
る
九
ヶ
條
?:
擧
げ
て
，

Q

る
。

.
g

は
各
.々
の
物V

V
1

般
的
な
も
の
即
ち
個
別
性
ど
普
遍
性W

の
辯
證
法
的
統
一
を
指
摘
し
.て
哲
る
.0
乙
の
問
題
は
、
 

辯
證
法
的
患
惟
の
諸
範
疇
が
如
何
な
る
順
序
で
配
列
^
れ
る
か
ミ
の
體
系
論
を
述
べ
た
後
、
そ
の
體
系
R
從
つ 

戍
さ
れ
た
各
論
を
述
べ
る
^
際
し
て
詳
論
し
ょ
ぅ
ど
思
ふ
。

にS

の
對
立
物
の
相
互
移
行
、
竝
R
を
の
例
ど
し
て
の
.

(

15)

の
內
容
ビ
形
式
の
.相
互
移
行
及
び(

16)

：の
暈
ど
質
の
相
互 

移
行
の
說
明
も
等
し
く
各
論
に
讓
る
。
：

'.
更
に(

10〕

M

R(

11)

の
箇
條
は
認
識
の
無
限
の
發
展
を
.要
求
し
た
も
の
で
あ
.

CV、

即
ち
客
觀
的
相
對
的
認
識
の
無

限
の
蓄
稹
^
ょ
つ
.て
顧
難
的
眞
涵
^
近
か
ず
か
ん
こ
^
?:
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
點
は
、

一
，出
旣

R
Ara
じ
た

.
し(

ポ
稿
.

「

理
論
經
濟
學
方
法
論
叙
說」

.

.三
田
學
會
雜
誌
、昭
和
六
•八
、一

六
五
I1

六
八
頁
參
照
>、
又「

現
象」

、

「

本
質
；J
の
p
確
な
る
規
定
及
び
，そ
れ
等
の
相
互
關
係
等
の
說
明
は
、
己
れ
を
各
論
^
讓
る
。

.

又(

じ)

の「

奴
存」

、「

因
果
性
し
、「

關
.聯J

、「

相
互
依
存
性

」
等
の
姐
惟
範
疇
の
：說
明
竝
^

そ
れ
等
の
相
互
移
厅
の
問 

題
も
各
論
、
特
k「

本
質
論」

の
章
に
譲
る
。：

1?
.

)

及
び(

14)

の「

低
き
段
階
の
或
る
特
徵
、
屬
性
等
.の
ょ
.土
营
段
階
^
於
け
る
反
復
及
び
十
2
会
も
の
、
の
ト

見
的
復
輝」

、
即
ち「

墓

の

霊

」

盛

.

S
V
7
P
、

等
し
く
各
論

k
於V
述
べ
象
定
で
ぁ
气

吾
々
は
次
に
、
本
論
文
の
：第
.二
の
課
題
に
移
ら
ぅ
。• 

3

て
、
吾
々
が
唯
物
辯
識
法
的
化
認
識
す
る
揚
合
^
用
ひ
る 

諸
、

の
想
惟
形
式
、
都
ち
論
到
的
範
疇
は
如
何
な
る
，順
序
に
配
列
す
可
き
で
あ
ら
ぅ
か
。
認
識
論
ど
し
て
の
唯
物
辯 

證
法
の
體
系
5:
.構
成
す
る
原
則
は
何
で
あ
る
か
。C

独)

:
(

註)

；

と
の
間
題
に
就
い
て
は
、
頗
る
粗
雜
で
は
あ
る
が
、
旣
に
論
じ
た
。(

拙
稿
、

「

现
論
經
濟
擧
方
法
論
叙
說
し
三
田
擧
會
雜
認
、昭
和
六 

八
、1

七
七
丨
，1
八
七
莨
參
照)

然
し
、
觅
に
こ
の
問
題
を
詳
細
に
論
じ
度
い
迖
患
ふ
。

こ
の
問
題
に
關
し
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
.ス.自
身
は
殆
ん
ざ
纒
つ
た
叙
述
を
與
ベ
な
か
つ
た
。パ
P

C
從
つ
て 

從
來
出
版
^
れ
た
殆
ん
ざ
凡
ゆ
る
唯
物
辯
證
法
の
解
說
誊
S

5
も
乙
の
問
題
に
は
觸
れ
ず
し
て
、
單
k
唯
物
，_

® 

法
を
構
成
す
る
主

.

要
な
る
範
疇
、，
例

へ
ば「

質
か
ら
量

へ
、
量
か
.ら
質
へ
の
轉
化」

ミ
か
：、「

對
立
物
の
滲
透」

V」

か
、
 

「

裔
定
の
裔
龙」

ど
か
、
或
は
又「

普
遍
ビ
特
殊

」

、「

形
式
ど
內
容

」

等
：办
主
.要
範

«

を
_羅
列
し
、を
れ
^
說
明
を
加
へ 

る
に
ど
C
ま
つ
て
ゐ
た
。
然
る
に
レ
，
二
ン
が
、
ミ
の
問
題
を
意
識
的
^
提
起
し
*
:
ミ
の
問
題
を
解
決
せ
ん
ど
し
て 

特
に
へ
|
ゲ
メ
の
論
理
學
の
體
系
を
唯
物
論
的
^
硏
究
し
穴
。
を
の
際
^
作
っ
た
彼
の
ノ
ー
ト
S
三)

が
發
表
^
れ 

る
^
共
^
、
又
唯
物
辯
證
法
の
解
說
.書
も
乙
の
問
題
5:
次
第
^
取
极
ふ
や
ぅ
^

5

0て
來
た
ぺ
誅
3

然
し
未
だ
そ 

の
端
を
開
い
た
の
；
み
で
あ
つ
て
、
完
全
に
_

つ

/ 2

解
說
書
は
ノ
乙
れ
を
見
出
す
之̂

が
出
來
な
い0

:

B

C

ェ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
そ
の「

自
然
辯
證
法
し
に
於
て
，
暗
示
的
^
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
'
'
' 

,

フ
こ
の
諸
法
則
は
、
そ
.の
主
耍
點
に
從
つ
て
次
の
三
法
則
に
歸
せ
'ら
れ
.る
。
.即

ち

.

.

.

.
:

.蛩
か
ら
質
へ
の
轉
化
の
.法
則
及
び
そ
の
逆
、

対
立
物
の
滲
透
の
法
則-

第
二
十
六
卷(

一
〇
.一
五
.

)

辯
m
法
の
菡
本
的
0
特
徵
x?
-̂
系
£
に
就
い
て 

.第
六
號 

ヒ
4



第
！

一

十
六
卷(

1
0
T

六 > 

.辯證
法
©
基
本
的
諸
特
徵W

體
系
ミ
に
就
い
て
•
 

第
六
號 

七
ニ

西
定
：の
西
定
の
法
則 

'.
と
れ
で
あ
る
0
,. 

,

と
-の
1
1
1
法

則

の

す

，べ
て
は
、

へ
：1

ゲ
ル
に
ょ
っ
て
彼
の
觀
念
論
的
方
法
に
お
：い
て
•
單
な
る
思
惟
法
則
ミ
し
て
候
開
さ
れ
て
ゐ
る 

即
ち
、
第
一
の
法
.训
は
、
論
理
學
.の
：鸽
ー
篇
、
有
論
.の
ぅ
.ち
に
、
笫
1
ー
の
法
則
は
全
！，一
,

篇
を
占
怂
、
彼
の
論
理
學
中
最
も
茁
驱
な
部 

.

.

.

.■:
分

.な

る

本

質

論

を

占

め

て

ゐ

る

0
.
最
：後

に

筋

ili

の
：法
則
：は
、
.全
體
系
の
：構
成
の
"

た
め
の
极
本
濟
則
^

し
て
作
用
し
て
ゐ
る
o」

e
o 

C
E
n
g
e
l
s
,
>
l
l
g
e
m
e
i
n
e

 

N
a
t
u
r

 dec Dialektik 

als 

Wissenscbaft. 

I
n
: 

M
a
i
x
-
E
n
g
e
l
s

 

A
r
c
h
i
v
'
B
d
.
】L. S. 

2
S
5
,
」

f
，

、

_:
■
、 

ル
ク
ス
、
エ.
ン
ゲ
ル.

ス
金
染
“
十
四
卷
、
ー
七
1
1
1頁
>

.

乂

「

マ
ル
ク
ス
は
亊
實
何
等
の
論
师
：學
を
遗
さ
な
か
っ
た
マ
/
は
宕
へ
、
彼
は
資
本
論
の
論
理
學
を
遺
し
た」

' (

V
tf
-
L Un

t
e
r

 

d
§ 

.
B
a
n
n
e
r

 des 

M
a
r
x
b
n
l
p

 
Jg. 

V
,

 

II 

3, 

s. 

2
S
0
)

 

V
/レ
I 

二
ン
が
指
摘
し
て
居
る
が
叫
く
、

マ
ル
ク
ス
は「

資
本
論」

の
內
に 

'
於
て
、
こ
の
辯
證
法
の
體
系
を
旣
に
論
じ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
點
は
後
に
詳
述
す
。

•
 

‘

S
1
I
)

唯
物
鋳
證
法
の
解
說
W
に
就
い
て
は
、
拙
稿
、

「

癖
.證
法
研
究
に
關
す
る
若
干
の
文
献
：

」
H; E

舉
會
雜
誌
‘

昭
和
，
¥

一 

I.、

を
參
照
せ 

ら
れ
：た
し
。

c
lr
u
I
l
D

 

特
に 

d
x
v
.
p
i
a
n

 

d
er 

D
i
a
l
c
k

rrk. (
L
o
g
i
l
o

 

K
e
g
e
l
s
.

.ハ CJatcr 

d
e
m

 

w
a
n
n
.<
l
>
r

 

des.. M
a
r
x
i
s
m
u
s
.

 

Jg. 

V
.

 

H
'
3. 

S. 

279...2S1

ソ 

を
參
照
せ
ら
れ
た
し
。

(

訪
四)

デ
ボ
ー
リ
ン
奢
、
川
內
唯
.度譯、「

辯證法丨へーゲ
ル
論
现
舉
批
判
參
照 

. 

ア
ド
ラ
ッ
キ
ー
、
デ
ム
チ
々
ク
、
力

I
Vフ
羿「

レ11
1

ン
の
铞
學
的
逍
產

」

，
典
坐
開
、
特
に
1
PM
六—

一
五
ー
一
;
頁
參
照 

ィ
1
シ
ロ n

フ
、
ア
ー
•ア
ィ
ゼ
ン
べ
ル
グ
典
他
共
著「

_
證
法
的
唯
物
論
敎
程」

白
拗
社

3
て
、
唯
物
辯
證
法
的
諸
範
晴
ど
は
、
畢
竟
五
！！
々
が
唯
物
辯
證
法
の
本
質
竝
化
を
れ
か
ら
ー
要
求
^
れ
る
基
本
的 

諸
特
徵
^
從
っ
て
對
象
を
認
識
す
る
場
合
^
用
ひ
る
恩
惟
諸
形
式
化
外
な
ら
ぬ
の
で
ぁ
る
か
ら
、
そ
れ
等
の
思
惟
形

式
を
體
系
的
に
配
列
す
る
順
序
は
を
れ
等
が
認
識
過
程
^

於
て
現
，.は
れ
る
順
序
に
よ
る
可
き
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ 

m

於
め
の
體
系
を
構
成
す
る
爲
の
根
本
原
則
は
認
識
過
程
の
’
順
序
で
：あ
る
。

.
'

旣
R

認
識
過
程
の
順
序
は
，
こ
れ
を
論
じ
た
。(

观
稿
、「

現
實
性
認
識
へ
の
道J

J
.

一
苗
學
會
雜
®

、
昭
和
七
•
.三
、特
1
 

に
五
六—

五
八
頁
參
照)

繰
返
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
感
性
、
思
惟
、
實
踐
の
三
避
階
で
あ
る
。
吾
々
が
常
に
@
識 

を
な
す
の
は
、
街
學
者
が
云
ふ
が
如
く
、「

學
問
の
.爲
に
學
問
を
す
る」

ど
か「

認
識
の
爲
R

認
識」

す
る
の
で
は
な
い
„
 

陇
等
^

學
者
ビ
.
雖
i

、
人
間
で
あ
る
以
上
パ
ン
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
科
だ
ら
ぅ
。
斯
か
る
主
張
を
次
す
者
こ
そ
、
却 

つ
.
て
パ
ン
の
爲
R

學
問
の
切
6

賣
6

を
な
す
俗
惡
な
る
學
者
に
墮
落
し
易
す
い
の
で
あ
る
。
寧
ろ
肉
體
的
^

制
約
 ̂

れ
た
菩
々
人
間
は
、
生
&

る
が
餘
に
は
外
物
を
利
用
す
る
こV

が
必
要
で
，あ
々
、
，外
物
に
實
踐
的
に
：働
き
掛
け
得
ん 

が
爲
k

は
、
否
な
生
活
せ
ん
が
爲
R

は
、
外
物
を
先
づ
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ミ
乙
ろ
が
、
吾
々
の
主
觀
が
肉 

體
的
R

制
約
さ
れ
て
居
る
が
爲
R

、
外
的
對
象
?:

認
識
す
る
場
合
、
先
づ
肉
體
，.の
.
感
覺
*

宫
R

よ
6

對
象
を
知
覺
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：。
：然
し
認
識
が
生
活
の
爲
の
認
識
で
あ
る
限
々
、
斯
か
る
感
性
的
認
識
の
段
階
^

ミ
V

ま
つ
i
 

P
て
は
な
ら
ぬ
9

例
へ
ば
、
資
本
主
義
社
#

の
；諸
弊
害
を
漱
滅
せ
し
む
る
爲
^

は
、
資
本
主
義
社
會
仑
の
も
の
、
運 

動
法
則
を
發
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
ミ
の
.
法
則
を
.發
：見
す
る
に
は
、
跟
^

市
場
を
見
、
如
何
^
商
品 

が
：商
品
ビ
交
換
3

れ
る
か
を
.直
觀
す
る
#

け
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
個
々
の
#

,
、
個
々
の
現
象
の
«
化
を
感
脞
に
よ 

つ
て
知
る
^

ど
で
ま
ら
ず
、
51
^

思
惟
^

よ
つ
て
：そ
、の
變
化
の
本
-«

、
：̂

則
を
知
ら
攻
け
れ
城
ぶ
ら
^

。
'だ
か
ら
®
 

惟
に
よ
つy

造
6

出
^

れ
る
槪
念
、
杣
象
は
、
恰
も
現
»

の
客
觀
g

«

fe

の
地
盤
か
ら
分
離
す
る
や
ぅ
で
は
あ
る
•か
•
 

實
際
R

於
て
は
，
現
*

の

^

^

を

益

 

<
:完
全
^

且
つ
M

li
J

-

R
反
映
す
る
の
で
あ
る
o

そ
れ
故
レ
I
 

ニ
ン
は
次
の
如
く 

第
二
十

六

卷(

1
0
1七〕

辯
證
法
の
装
：本
的
諸
特
徵W

體
：系
ミ2

就
い
て 

第
六
號
：

七
日



第
二
十
六
卷(

！
〇
一
八)

辯
證
法
S

本
.的
諸
特
徵w

體
系w

に
就
い
て 

第

六

號

七

J

述
へ
て
居
る「

想
：惟
は
具
體
的
な
も
の(

te
、
直
接
感
姓
に
よ
？

主
觀
化
與
へ
ち
れ
た
具
證
對
象
の
表
象
.

〕

か 

ら
抽
着
な
も
の(

g
、

よ
？

柚
象
3
れ
？

Q
)
.
へ
..i|

具
す
る
^

、̂
I
れ
が
正
し
.ハ？P

Q

で
あ
る
な

, .1 
言

で
，云
.へ
ば
凡
て
，
j

高

な

(

つ
i

s

.

も
の
で
な〜

疋
しS

、

眞
面
目
な)

袖
象
は
、
自
然
を
|

深
刻
^
、
 

よ
办
蓝
し
く
、、
よ
i

兀
全
^

反
映
す
る
。
生
げ
る
直
觀
か
'6

抽
象
的
思
惟
へ
>
 

そ
し
て
，：̂

k

レ
!

^》

>

1

浙 

く
の
如
&

.
が
眞
理
：の
齠
識
、
.
客
觀
的
實
在
の
認
識
の
辯
證
法
的
道
程
で
あ
る」

气

斯

く

て

良

惟
^

よ
つ
て
#
ら
れ 

£

論

、
法

則

が

客

觀

的

實

章一

致
す
る
所
の
眞
：理
な
る
や
否
や
を
、
乙
の
法
則
k

從
つ
て
客
觀
的
實
在
に
動
き 

_

け
、
豫
期
通
々
の
結
果
が
吾
々
の
感
性
邊
乱
象
ぐ」

し
て
.再
生
產
れ
る
か
に
よ
つ
て
確
®

し
、
乙

れ

ど

同
.-
#

こ
外 

的
對
象
を

_

利
用
す
る
の
可
能
性
?:

與
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

•

斯

く

屢

糞

が

覆

、
屢

、
S

の
順
含
於v

行
は
れ
る
以
.上
、
又

濃

範

管

繋

的

篇

述

す

る

こ

際
し
.て
も
、
：
： 

.

.

£

}<
:
、
客
觀
的
實
在
が
感
性
に
よ
？

直
接
吾
々
_の
主
觀
に
與
へ
ら
れ
？

.、
の
形
、
.
.即
ち
對
象
の
那
4
於
, 

を
取
扱
ふ
場
合
^
用
；

5

ら
れ
る
®
惟
範
疇(

質
、量
等
のP

壽)

.を
、

第
二
k
、.
そ
れ
等
■

象
が
何
故
生
ず
S

か
、
.
■
矣
等
論
象
間
泛
如
何
な
る
一
定Q

必
然
的
關
係
が 

存
す
る
か
等
の
直
霊
> &
に
は
與
へ
ら
れ
ず
し
て
、
思
惟
に
よ
つ
て
の
み
與
へ
ら
れ
石
對
象
、
郁
ち
現
象
の
內
部

k

 

存
す
る
も

_

の
、
對
象
の
本
質
をis

識
す
る
場
合
k
用
ひ
ら
れ
る
思
惟
範
奪
.

(

因
果
S
、
交
互
作
®
=、
必
然
坐
、

J

 

ど
內
容
等
の
範
疇)

' 
を
、： 

. 

,

;

-

i

l

k

,
、

斯

べ

：
て

主

觀

^

得
ら
れ
た
客
觀
的
實
在
の
本
質
、：
法
則
の
認
識
^
戡
い
て
、
客
«
的
實
在
を
一
定
の
因 

的
に
利
用
せ
ん
ど
し
て
こ
れ
^
働
き
掛
け
、
以
っ
て
豫
期
の
結
果
が
吾
十
の
感
性
^
現
象
^
し
て
與
へ
ら
れ
る
こ
ど 

に
ょ
っ
て
認
識
の
客
觀
性
の
確
證
^
、
同
時
^
外
的
對
象
の
利
用
ミ
が
得
ら
れ
る
場
合
に
用
ひ
ら
れ
る
思
惟
範
疇 

_c

生
命
、
目
的
、
意
志
.等
の
範
嘻〕

を

.

.
:
:

-
置
く
可
き
で
あ
る
。

0
斯
か
る
順
序
に
思
惟
範
疇
を
.配
列
す
る
こ
ど
は
.、
神
秘
な
觀
念
論
的
臭
味
，を
持
っ
て
居
っ
た
が
、
旣
k

へ
？
グ
火 

が
を
の
種
々
な
るc

註〕

論
理
學
批
於
て
成
遂
げ
た
。
S
云
ふ
の
は
、
彼
'の
論
理
學
は
、
周
知
の
如
く
、
有
論
、
本
質 

論
、
槪
念
論
の
三
篇
に
區
別
^
れV

居
气
且
っ
第1

篇
有
論
に
於
て
は
、
直
接
感
性
に
與
へ
ら
れ
た
對
象
、
即
ち 

對
象
.の
現
象
形
態
を
取
极
ふ
思
惟
範
疇
を
、
第
ニ
篇
本
質
論
紀
於
て
は
、
直
接
威
性
：に
は
與「

へ
ら
れ
ず
し
て
、
た
 ̂

思
惟
し
、
反
猶
す
る
こ
ど
に
ょ
っ
て
の
み
.到
達
し
得
る
現
象
の
內
部
的
な
も
の
、
本
質
、
即
ち
法
則
を
取
扱
ふ
思
惟 

範
疇
を
、
第
三
篇
槪
念
論
^
於
て
は
、
斯
く
て
主
觀
に
得
た
認
識
の
客
«
性
?:
.證
明
す
る
爲
に
客
«
的
實
在
に
働
§ 

か
.け
る
場
合
の
思
惟
範
疇
を
取
极
っ
て
居
る

^
看
做
し
得
る
.か
ら
.で
あ
る
。

(

訪)

パ
へ1
ゲ
ル
の
論
理
擧
に
は
次
の
四
つ
の
も
の
が
あ
る
。

一、「

ィ
ェ
ナ
論
理
學 

J
Q
e 
ロ
 enserxogik. I

ooOI.ia: s

psmtliche Wcrke. hr5g.

一

一、
「

货
學
的
豫
備
學 j 

の
第
二 
課
程
、
第
二 
篇「

論
裡
學」

(phiosophische propadeutik. IS09-II. in 

” 

vollsndige A
?
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，
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三
、「

論
理
の
科
學
し

(wissenschaft  der  Logikv  i  
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M00
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2td
a.. ISI6 .)

.第
二
十
六
'卷

c
l
o
l
九〕

辯
證
法
の
基
本
的
諸
特
徵w

體
系
^
に

就

い

て

.'
散
六
號 

七
五



第
二
十
六
齊C

1
2
1
S
.

 

_證
法
の
葉
的
I

徵
I

系
ミ
に
就
：い
て 

第

六

號

七

'

^
.

「

r
ノ
チ
ク
ロ
べ
デ
ィ
I
J笫J

部「

論
理
學」

‘(

£
圬
>鲁

衣
I

の
1

學
の
內
、

「

イ
i

理
f

を
除
い
て
、
，
他
の

i
l
i
、

孰
れ
も
I

‘本
質
論
、
I

I
一
I

f
る
。
へ
 

ム
ル
論
S

I

は
'
右
S
Q
.內
、よ
ン
チ
ク
ロ 

5

ノ
S

勇
特
に
へ
ン,1

ン
グ
i

「

補
S

附
さ
れ
た 

も
の
ょ
り
初
め
る
の
が
、
最
も
便
利
で
ぁ
リ
、
比
較
的
理
解
し易

い

。

へ
ー
ゲA

論
迴
學
の
體
系
を
斯
か
る
意
味
^
解
釋

す
る
こ
ど
は
、
マ
ル
ク
ス
、

H
X

ゲ
ル

ス
を
杂
い
て
、
レ
ー
一I 

M

パ

”

1

S
み

ら

れ

た

こ

か

っ

^
。

へ
丨
ゲ
S

流
の
哲
學
者
は
神
秘
的
I

念
論
的
靡
の

意

胃

本

i

諸
,

意
f

概
念
論
s

_

を

fr
.
e學
l

i

 

t
め
る
乙
ビ
f
 

0 K
c

i

 

S

3、
論
理
學
の
三
部
門
#

徵
づ
け
た
。
斯
か
る
解
？

、
 

, 1
: 1
ヶ
-
ア
ナ
-
た
る
ク
ロ 
！
ナ
‘

身
が
I

s

摘
し
て
居
る
が
如
く
、
：
 

t

ゲ
ル
の
範
疇
の
配
列
を
E
し 

く
刺
I

し
？

S
。
「

有
の
靈
學
は
、例
へ
f

 

Q_

及
f

 

s

f
於
け
る
微
分
積
分
i

張
す
る
が
、
 

U

は
全
く
確
か
S

然
I

s

於
て
現
れ
る
の
で
I

く
、
む
し
ろ
科
學
的
意
？

於
て
£

る
。

の 

S

は
同一

性
や
矛
盾
の
？

麗

？

持
ち
出
す
が
、
各
れ
等
は
管
も
な
く
哲
學
的
歷
I

す
る」

J

 

<
§ 

!

 

g
 

I

.
 

§

• 

P 

. 

5
 

I
、
大
江
氏
譯
、「

ク
r

T

、
T

ゲ
i

學
し

,

l

M

i

於
け
る
量
の
範
：{!
!
>
=
k於
け
る
微
分
稹
分
は
決
し
て
素
朴
a
在
論
の
思
惟
範
_
で
は
な
く
、
又
本
質
論
R
於
け
る
因
果 

性
、
交
互
作
用
の
範
_
は
實
在
論
的
形
而
上
學
の
範
_
に
非
ず
し
て
、
正
忆
科
學
的
範
_
で
あ
る
0 

斯
か
る
解
釋
に
比
較
し
て
、
.へ
ー
ゲ
ル
自
身
の
立
揚
^
立
つ
限
々
に
於
て
、
最
も
彼
の
論
理
學
の
體
系
の
構
成
を 

正
し
く
理
解
し
た
者
は
ク
ロ
ー
ナ
ー
で
あ
ら
ぅ
。
旣
R
述
べ
た
如
く
、(

拙
稿
、「

顧
念
論
に
於
け
る
現
實
性
認
識
へ
の 

端
緒」

、本
論
、
一
章
參
照)

へ
ー
ゲ
，
は
象
觀
的
觀
念
論
者
で
あ
6
、
凡
ゆ
る
存
在
を
精
神
、
意
識
の
顯
現VJ
看
る
。
 

從
つ
て
認
識
論
た
る
彼
の
論
.理
學
は
、
主
觀
即
ち
意
識
が
そ
の
對
象
た
る
斯
^
1き
い
4
、§
を
認
識
す
6
^
(£
、
換
言 

す
れ
ば
、
意
識
が
對
象
た
る
存
在
も
結
周
意
識
で
あ
る
こ
^
を
自
ら
意
識
す
る
乙
ど
.、
即
ち
&>
か
;«
'
_
^
到
達
す
る 

過
程
を
研
究
す
る
も
の
^
外
な
ら
打
。
3
れ
ば
、
ク
Tr
丨
ナ
ー
は
、
乙
の
點
か
ら
し
て
へ
ー
ゲ
ぺ
の
論
理
擊
の
構
成 

に
芷
し
い
舰
釋
を
加
へ
て
居
る
。
ク
ロ
ー
ナ
ー
日
く 

0

「

乙
の
»
か
ら
論
理
學
の
構
成
は
容
易
^
理
解
^
れ
る
。
5
匕
|̂:丨
 

I

I

-
 

(

自
己
意
識)

は
旣
R
言
葉
0.
上
か
ら
三
ウ
の
部
分
か
ら
成
つ
で
ぬ
る
。
叩
ぢ
.

1

r
s*
け(

自
己) 

が
、bewasst 

(

意
識
^
れ
て
}
ど
云
ふ
徽
6

^
ょ
つ
て
、
最
も
意
.味
深
い
言
葉
に
於
け
るs:in 

(

有
る
、
或
は
存 

在)

ビ
結
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
論
理
學
の
三
部
分
は
、.
疋
に
.こ
の
三
つ
の
綴
ぅ
^
相
應
し
て
ゐ
る
、
即
ち
#

|

に 

は
、
.槪
念
の
論
理
學
、B

e
i
s
s
t

に
は
本
質
の
論
.理
學
、Se

i
n

に
は
有
の
論
理
，學
が
相
應
し
て
ゐ
る
6
然
し
又
論g

 

年
の
三
帘
分
は
、意
.味
の
上
か
.ら
も
自
己
意
.識
か
ら
見
出
す
乙
^
が
出
來
る
。
即
ち
そ
れ
自
ら
^
對
し
て
あ
る(

或
は 

s

己
を
自
ら
意
識
す
る〕

た
め
に
は
、
自
己
が
第
.
l
k有
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
勿
論
自
己
を
自
ら
意
識
し
な 

s

で
®
己
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
^
自
己
は
そ
れ
自
體
^
ど
つ
て
は
意
«

^
れ
て
ゐ
な
い
或
ば
反
省
3
れ
て
ゐ 

次S

有
で
な
け
れ
ば
次
ら
な
い
。
次
^
乙
の
早
な
る
有
.は
意
_
す
る
^
到
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
即
ち
そ
れ
は
自

第
二
十
六
卷(

一
o'
ニ U

 

.辯
證
决
の
.栽
本
的

謝
特
徴

w

體
系v

に
就
ぃ
て 

第

六

號
七
七



第
二
十
六
卷
2
〇
ニ
ニ〕

辯
證
法
の
基
本
的
諸
#.
徵
^
體
系
ミ
に
就
い
て 

第
六
號 

七
八

.ら
k
定
.立
し
或
は
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

S
。'

斯
く
て
^
れ
ば
.有
^
し
^
の
.自
3
を
意
驗
し
、
：そ
_
^
.
ょ
つ
て
和 

質
ど
な
る
。
本
質
：は
、
自
己
を
意
識̂
る
や
ぅ
^
成
れ
る
有

、
或
は
有
ビ
本
質
、/贫
ど
知
；輯(

風
修
、:'
^

^

>«■
'立)

. 

に
分
裂
.せ
'る
存
在
.、
或
は
自
ら
^
對
立
す
る
.や
ぅ
に
成
れ
る
有
で
あ
る9
第
三
^
本
質
は
.遂
^
自
已
自
ち ̂

て
.或
は
自
己
自
ら
.の
有
ビ
し
.て
意
_
す
る
^
到
ら
攻
け
：れ
ば
^
ら
取
い
9

又
：
本

質

は

自

己

分

裂

か

ら

自

己

に

還

'ら

な 

け
れ
ば
な
ら
.ず
'、'
;
.
そ
し
て
本
質
の
知
識£
1:

つ
R
な
.々
、
斯
ぐ
し
て
本
質»

槪

：如

せ

な

る

.

。
そ
.れ
故
に
«
念
は
、
自 

.ら
を
知
れ
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.
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れ
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世
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-
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、
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又
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濟
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史
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句
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檢
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；
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々
が
客
觀
的
實
在
を
認
識
す
る
場
合
、_.先
づ
感
性
を
通
じ

て
與 
>
ら
れ
た
對
象
、
即
ち
現
象
.を
直 

:
接
思
惟
す
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れ
る
が
如
导
、
,

(

<

)

、質
、(

B

)
、量 

•C)

、
質
量
等
'
の
範
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。
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れ
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れ
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.
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又
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.
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ず
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の
內
部
记
於
け
ふ
 ̂

v m
^

:
即

ち

即

自

的る
：：.：(

■

’ま

I :
にV

 

の
®

は̂
：4
0
:
^
ト
今
や
對
立
：的

；

^
有

る

：
_

、
パ
審 

己
れ

グ

到

念

窗

：：
w:
li
;-
w
#»!
>)

'^
fc
^-
L:
0
^
。.(EncycIOPMie ，

§ 甲
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':

琪
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备 3
-

哀
 

最

锈

の

薇

階■
戀
ハ
：
柘

る_
念

に

就

：
て

鳴_
扣
次
；.の
如
：1
述

べ

淹

0
^
0
,
- 

p
a
$
-
 

^

t

l

l

f

 

T
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.
第
二
十

六

卷

：

2

0

 
二
八)

..

.辯
證
ー
法
■
.
本
的
諸
特
徵
5

系

^
.
に
就
い
て
 

，
 

笫
六
號
■

八

四

:
於
で
三
ク
の
麼
階
を
雛
過
ず
る
。
理
念
の
第
,
形
式
は
生
命
即
ち
直
接
性
の
形
武
に
於
け
る
辄
念
セ
あ
る
"
：次
い
で
. 

へ
第
二
0
形

式

：は
：媒
介
：乃
：至
差

.別
：の
形
式.で
あ
A
、
そ
れ
は
認
識
ど
し
て
の
理
念
で
あ
づ
て
>
'認
_
は
理
論
的
理
念
ご 

® '
M >
w >
i

.
ビ
の
ニ
童
の
形
態
に
於
て
現
は
れ
る
？
：認
識
め
過
程
は
を
：の
結
果
、ノ
區
別
^
1:
つ
て
豐
富
^
^
れ
た
統 

,ニ
を
囘
復
す
る
比
至
る
の
で
警
、
斯
く
て
絕
»
的
理
_
 

@
、
；眞
.の
客
觀
的
認
a)

；
な
ふ
第
三
の
形
式
.を
與
へ
る
、
 

乙
の
論
幽
的
過
程
の
最
後
の
段
階
は
同
時
比
眞
に
最
初
の
も
の
、
そ
し
て
專
&:
><:
れ
自
ら
^
ょ
つ
七
存
在
す
な
も
の 

.(

註
？
客
觀
的
實
在〕
ど
し
で
證
明
^
れ
る
1.
0

ビ
。(

^
8
7
0
1
0
?

監
€，
1
2
1
5
ン 

s
，
3
9
r
)

以
上
に
ょ
0

9

、：、
唯
物
辯
證
法
の
葸
惟
諸
範
_

ヒ
體
系
的
に
配
列
す
る
順
序
ぼ
、
そ
れ
'等
见
惟
範
«

が
感
性
、
思
惟 

(

正
確
^

は
^

禮
的
思
惟
^

實
踐
な
る
認
識
：過
程
^

現
は
れ
る
«

序
0

ょ
る
可
さ
で
あ
气
且
つ
.
斯
炉：

る
乙
^

は
、
旣 

.■
:

^

へ‘
丨
ゲ
ダ
に
ょ
つ
て
、：
観
念
論
的
に
A

は
あ
る
が
、，■
も
の
論
理
學
は
於
て
詠
み
£>
.
れ
て
居
る
こ
ミ
が
明
が
に
な
つ 

.

た
ミ
思
ふ
。；
を
れ
故
吾
ダ
は
，

へ：丨
ゲ
，
が
そ
の
：論
理
學
を
第
一
篇
有
論
:'

第
1

畜

本

質

論

、：
第
三
篇
槪
念
論
$
區 

分
せ
る
k

對
し
.、
唯
物
辯
證
法
的
論
理
學
、
如
ち
認
識
論
を
，、，
第
：1:

篇
現
象
形
態
論
、
第

a

篤
本
質
論
、
第
三
篇
實 

踐
論
な
る
表
題
^

於
て
區
分
し
丨
ょ
ぅ
ビ
思
ふ
0

.
: 

‘ 

.

:

,乙
の
»

合
.序
な
が
ら
、

マ.
ル
：ク
ス
自
身
も
亦
そ
の「
資
本
論」

.

R

於
-c

、
斯
か
る
順
序
^
經
濟
學
上
の
思
惟
範
哺 

:
:を
配
列
し
^

ね
る
^

ぢ
を
指
摘
し
て
置
乙
.ぅ
。
.べ
レ
ー
：ニ
,,
.ゾ
ぼ
 ̂

へ
I

ダ
ル
論
理
：學
の
計
書」

：
な
る
哲
學
ノ 

丨
ト
の
斷
片
に
於
て
日
く
。「

マV

ク
ス
，は

事

實

何

等

;『

論
理
.學』
：：を
遺
3

な
か
つ
：た
ど
は(

云
-

、『

資
本
論』

な
る 

論
现
學
を
遺
し
た
、
备
しv

乙
.
の
こ
ビ
は
現
在
の
問
題
.：

(

訪
、
唯
物
辯
證
法
の
體
系)

S

つ
て
大
い
R

利
用
さ
れ 

る
可
き
善
だ
。『

資
本
論』

S

て
は
、
唯
®

_

の
論
理
學
、
_

證
法
及
，び
認
識
論
：

(

吾
人
は
三
つ
の
言
葉
を
用
ひ
な

S
、

ど
云
ふ
の
は
そ
れ
は一

つ
^
しv

同
じ
な
も
の
で
あ
る
か
ら〕

が
原
理
く
しv

用
ひ
ら
れ
、

へ
ー
ゲ
ル̂

あ
づ 

て
價
値
あ
る
も
の
が
.
.總
て
®

得
^

れ
、
且
つ
こ
'
の
價
値
あ
る
名
の
が
發
屁
^

れ
る
.

^
至
つ
て
居
る
-
4
 

(
u
n
t
e
r

 

d
e
m

 

B
i
e
r

 

des 

M
a
r
x
i
s
m
s
，
Jg, V. 

H
.

 

3. 

s
,

 

2SO-2

COI
0

 

更
k

說

明

：
を

加

，
へ
：
て

日
く
。「

端
緖(
註
、
出
發
®〕 

——

凡
ゆ
る
も
の
、
內
で
最
も
眾
純
な
、
普
通
な
、
大
量
的
な
：、.
最
も
直
接
的
な「

有」

、
即
ち
個
：：々
.の
尚
品
；(
經
濟 

學
R

於

け

る「

有」
)

ノ

1

種
の
祉
會
關
係
S

し
て
の
商
品
の
.分
祈
。1.

一
様
め
分
析
、
即
ち
演
釋
_

ぽ
^
巋
納
的
分
析 

I

論
理
的
竝

R
歴
史
的
分
析
ハ
穂
々
な
«

値
形
態)

。
事
實
乃
至
實
踐
忆
ょ
る
檢
證
が
こ
の
際
分
析
の
凡
ゆ
る
步
み 

^

於
て
見
出
3

れ
る
。
現
象
對
本
質
批
就
い
て
は
、一

-

價
格V

J

價
値
、I

需

要

及

び

供

給

對

價

値

^
;
-
を

參

照
 

せ
ょ
。」

ど
？ (Ebenda. 

S" 2
8
I
r
)
.

例
へ
ば
、「

資
本
論」

第

i

卷
，
第
.一

篇

、
第

1

章「

商
品」

は
、
更
^

四
節
^

細
分
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
第
一
節 

「

商
品
の
一
一
つ
の
耍
素
、.
使
用
價
値
及
び
價
値(

價
値
の
»

M

及
び
ff
l

ff
i

の
大
き
さ)

」

、m

一s
-

.

n

lに
表
示
^
れ 

てQ

る
勞
働
の
一
一
.
重
性」

、
第
三
節
、：「

價
値
形
態
或
は
交
換
價
値」

、
第

四

節「

商
品
の
物
神
崇
拜
的
性
質
e

そ
の
秘 

密」

で
あ
る
。
ビ
乙
ろ
で
、
.
第
.

一

節

は
有
啤

(

現
象
形
態
論)

.、
第
二
節
は
本
質
論
、
第
：三
節
は
槪
念
論
.
■

(

*

踐
論)

 

に
相
當
し
、
：
第
四
節
は
商
品
硏
究
の
結
論
-̂

當
る
ど
思
ふ
。

:

.

マA

ク

ス

は
.-
1

資
本
論」

の
.
胃
.頭
、
郞
ち
右
第
.
一
節
の
辟
羅
^

、「

資
本
家
的
な
生
產
の
仕
方
の
支
配
し
て
ぬ
.る
諸 

社
會
の
富
.は
-1

個

の

「

恐
し
く
II

大
な
商
品
の
集
積」

.y
j

し
て
、
個
々
の
商
品
ば
か
.
•
■>

る

富

の

原

素

形

態

<£
し
て
、
 

現
は
：れ
：る
。ニ
だ
f

吾
々
の
硏
究
は
商
品
の
分
析
を
以
.つ
て
始
ま
る
。J

ビ
書
.s.

.

て
居
る
：。「

理
論
經
濟
學
の
：對
象
た
る 

資
本
主
義
社
會
を
硏
究
す
る
.場
合
、
.吾
々
は
認
識
：過
程
の
順
序
^

從
0
:
て
、；
先
づ
威
性
、
0

饴
ニ
屮
六
卷…

(

一
〇
ニ
九
：V

'
辯
證
法
の.基
本
的
諸
#
徵w

韹
系
W
IC
就
い
.：て
V 

第
六
號
：

八
洱



V'
 

^
 

.

:m:

六號
：

：

A
六

獲
〈

る
o 

の
烕
独
—

滅
«

の
內
辦
#

は
：視
覺)

：,

通
じ
^

.
現
俅
れ
,

g

品
、

V

機
械
、
 

:3
:

場
：、
勞
働
者
等
カ
.の

麵

魏

で

：
あ

：
寬

.

.：ご

こ/>
ヤ
"

:

ネ
瞢
通
な
、

*

も
‘

根
本
的
な
; >

最
も
大

*

的
泫
、
最
ネ
日
常
的
な
、
：何
平
億
度
も
觀
察
き
れ
得
る
ぃ
，^

の
は
、
商
品 

交
換
な
令
現
象
で
^
名 

>

へ: ?

て_

象
^

し
て

0

:

商
品
；は

；
、

^

つ
^

表
現
^

れ
说
價
格)

.

^

し
て
親
：は
れ
る
：の
で
あ
る
。
即
ち
視
覺
':
味
覺
、
觸
覺
等
の
感
性
を
通
じ
て
、
直
接
吾 

:

々
は
商
品
k

使
用
價
値
.(

を
の
商
品
が
吾
々
の
欲
蓮
充
足
^

役
，立

つ
-

定
：の
質)

/
を
.認
め
.
る
ぼ
同
時
に
、
他
方
視
覺
、
 

聽
覺
R

よ
つ
て
^

P

交
換
價
値
：(

そ

の

、
商

品
'
の

：
ー
：
定
.量
が
他
0

商
品
、：'
就
中
今
日
.で
は
貨
幣
の
ー 

る
卿
合
、
即
^

景
を
}

.
直
接
'̂

る
で
あ
.ら
ぅ
。
：即
ち
感
性
.的
意
識
が
同
時
^

:
思
惟
的
^

振
舞
ふ
限
6

^

於
て
は
、
質 

汲
2

息
な
る
：範
虜
が
問
題
^
欢
る
の
ヤ
あ
る

0
, 

V

次
^
、'各
を
の
自
然
的
素
#
を
全
く
異
K
す

る

商

品

、
例

：
へ
ば
小
麥

vj

鐡
.の
ー
定
量
が
何
故
相
互
に
等
し
さ
も
の 

VJ

し
て
交
換
さ
れ
る
の
か
^
.の
■疑
問
が
生
ず
る
。
t
の
疑
問
は
直
接
感
tt
(c
J
■つ
' て
は
解
決
^
れ
な
い
，。
何
ゼ
な
れ 

-

ぼ
、.■威
性
S

へ
ら
，
れ
：
た

商

品

は

、
自

然

的

素

材

？
し
て
の
小
：麥
乃
至

.鐵
そ
の
木
のR
過

裏

い

か&
で
あ

る,

吾
々
が

.感
性
以
上

'̂
出
で
、
、

(

美

等

の

商

品

：が

共勞̂

«
の
：生

產

物

な

る
i
,ど
を

思.惟
^
よ
つ
：
て.反
省

す

る'場
合

、

初
め
て
現
象
の
內
部
的
な
も
の
、
；
本

質

、

：

即
：ち
交
換
價
値
：乃
至
價
格
を
支
：配

す

る

VJ

乙
，ろ
、
の
：
價

値

法

則

?:
:
知
る
k-
M 

る
の
で
あ
：.る
。
即
ち
、
反
畨
R

よ

々

、各
商
品
は
.假
令
へ
.自
然
的
素
材
:：
,
從
つ
て
使
用
«
:値
が
*
々
.
質

的̂-
«

違

す 

I

は
云
へ
、：
等
し
く
勞
働
往
產
物
な
る
a
に
於
て
同一

で
あ
ぅ
、
從
づ
：て
：人
間
勞
働1

般
の1

定
最
め
職
現w

し 

V'、

最
的
^
比
較
し
得
る
乙
ど
を
知
る
に
至
る
。
.斯
く
セ
'商
品
.の
交
，換
價
値
を
支
配
す
る
價
値
の
實
體
は
人
間
勞
働

1

般
で
あ
々
フ
^

^

の
大
き
さ
は
そ
の
勞
働
の
量
^

ょ
る
：こ
ど
を
知
る
0 

■
'
:
.
.

丨

.
以
上
が
第
十
節
の
耍
黙
で
あ
つ
て
、
そ
乙
^
あ
つ
て
、は
商
品
の
感
性
：

i

撒
■

•«
た
I
使
用
價
値
{質
の
範
疇
及 

び
：交
換
.價
値
'

(

量
の
範
喃
が
取
扱
は
れ
て
居
々
、
'
.
そ
れ
か
ら
本
質
の
1

^
敏
た
る
價
値
.に
：移
行
し
て
居
る
乙
ど 

が
明
か
^
な
づ
た
€
思
ふ
。フ
:

二
.

,
.
:
.ハ
.
.
：'.

次
に
，第
'
1節
^

於
^

商
品
を
生
產
す
る
勞
働
を
分
析
し
、
勞
働
は「

方
に
於
て
具
體
的
勞
働(

耕
作
勞
働
、
鑄 

鐡
勞
働
等)

ど
し
て
商
品
の
使
用
價
値
を
作
る
ビ
共
^

、
：他
方
：1
象
的
勞
働(

人
随
努
働
？
般〕

^

し
で
價
値
、
從
つ 

て
^
の
^
象
形
態
た
る
交
換
價
値
を

作
6
'm
す

乙
S

を
明
か
k

し
，
居
る
？ 

W
ち
i

、
化
於

1:
は
、
特
に
本
質
の

思 

惟
範
疇
た
る
價
値
、
；g

k

價
値
の
»

體
，

e

る
：抽
象
的
勞
働
が
赤
究
3

れ
て
居
る
？

..

、以
上
反
省
的
忍
惟
^
ム
つ
，て
、
交
.換
價
値
な
る
現
象
形
態
の
：凇
質
矽
杣
象
的
勞
働
.欢
6
ぐ
の
離
_

^
達
し
た
.

VJ

は 

云
ベ
、
そ
れ
は
主
«
の
內
^

^
於
て
#:
&
れ
た
認
^
で
あ
各
か
ら
、
；51
:に
人
間
の
»
躋
潘
敵
^
:訴
：：へ
：
、
、
そ
の
認
_
が 

客
觀
的
實
在
にT:

致
す
る
こ
ビ
上
檢
證
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
乙
れ
^
當
て
ら
れ
.た
の
が
第
三
節
.

「

價
値
形
態
或
は 

交
換
價
値J:.^

あ
る
：。
：
即
：ち

，
價
値
の
實
體
た
る
抽
象

.
©勞
餘
、.
孜
茧
人
間
勞
働
-
般
は
满
じ
で
直
接
感
性
化
は
覺 

衾

i
.
:
fc
の
：で
.お
$
、：唯
<
®:
惟
k
ょo

て
.の
^
知
4
得
る
i

惟
抽
象
物」

で
あ
.る
o
然
し
ど
の
思
惟
抽
象
物
は
、
 

單
塁
觀
の
產
物
た
る
奮
^
aら
ず
し
で
、
同
時
^
客
觀
的
：實
在&

る
商
品
の
*
質

で

義

ぎ

は

、
$
々
»
數 

^

行
は
る

N

交
換
な
る
人
間
の
實
踐
活
動
に

t

つ
て
：證

明
^

れ
雇

る
:°

即
ぢ

#

個
人
は

、

. !

失
ゲ
自
然
的
素
材
が
異 

#
る
^
拘
ら
；ず

、
：

.各
商
品
を
[|
'
己
办
抽
象
的
勞
働
の
©
化
も
し
て
：，
相

互
^
等
1>
:
き
も
の
七
し
^
交 

價
値
を
交
換
價
値
な
在
現
象
形
態
^
迄
再
生
處
し
て
磨
る
で
：
は
：な

^

•
第1

1

十

六

卷

：

c

l

o

f

o辯

證

法

の

蓝

本

的

諸

特

徵

と

體

系

^
に
就
ぃ
て

 

0

0
 

:

:
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.第
二
十
六
卷(

一
〇
三
--
.

1
>

辯
證
法
の
藤
本
的
諸
特
徵
i

系
ゃ
に
就
い
て 

.

第
六
號 

八
•八

去
め
歴
史
的
事
實
：に
徵
し
て
、：
價
値
於
必
然
的S

交
換
瘦
値
な
る
現
象
形
態
A

價
値
形
態)

w

し
て
現
：ば
れ
ざ
る
を 

得

2

 M
ビ
を
、「

堪
純
な
る
價
値
形
態
¥

加

ら「

貨
幣
形
態」

紀
迄
で
亘
つ
て
，
檢
證
し
て
居
る
。
K

R'
吾

々

は

.
、

旣
 

に

今

日fc
於

て

ば

、
.

マ
ル
ク
ズ
が
そ
の
價
値
法
則
か
ら
導
い
た
主
義
の
行
詰
6

な
る
®
則
が「

無
數
の
人
間
の 

實
踐
活
動
の
結
果
直
接
，菩
々
の
感
性
^

迄
齎
ら
さ
れ
た
世
界
_

恐
慌
忿
を
事
實
^

ぉ
つ
^

確
證
さ
れ
、
同
時
^
そ 

の
價
値
法
則
の
客
觀
性
も
，檢
證
豸
れ
る
^

至
つ
、て
居
る
。(

り

.;

で

:斯
か
る
現
象
形
態
、
本
質
、
.實
踐
の
順
序

ょ̂

0;
思
惟
範
疇
め
配
列
は
、
資
本
論
の

-全
卷

.を
通
じ
、'到
る
所
^
見 

出
し
得
る

.の
で
あ
る
。

.-
'

.入

：
：

3
て
、
以
上
に
ょ
つ
て
、.辯
識
法
的
见
惟
範
疇
を
體
系
的
は
»
列
す
る
_が
爲
の
根
本
原
則
は
、
'感
性
、'
勘
惟
、(

茁 

確
に
は
反
猶
的
思
惟)

'
:實
踐
な
る
認
識
過
程
に
於
て
現
は
る
、
順
序
^
ょ
る
可
ぐ
、
.:
:
從
つ
て
そ
の
體
系
は
第
一
篇
現 

象
形
態
論
、
第
ニ
篇
本
質
論
、
第
三
篇
實
踐
論
に
區
分
^
る
河
き
乙
ビ
が
明
か
に
な
つ
た
。
然
し
®
^
、
等
し
く
同 

1
'の
旖
^
於
て
1
扱
上
可
さ
種
々
な
を
範
疇
は
、
乙
れ
を
如
何
汉
配
列
す
可
&:
か
、
.そ
の
配
列
の
原
則
.は
何
か
ど
云 

ふ
疑
問
が
生
じ
て
來
る
？
乙
の
問
題
は
、
旣
R
述
べ
た
所
吹
辯
證
法
の
本
質
か
ら
し
セ
要
求
き
れ
る
遊
本
的
特
微
か 

ら
解
決
'̂
.る
.可
台
が
あ
る
.
o
. :■.
.
 

. ノ■'
 

" “
.

,

:

:

.

s
rc
.、
ii識
論
ど
し
て
の
唯
物
辯
證
法
の
本
質
は
、
^
の
思
惟
範
晴
が
單
な
る
主
®
の
思
惟
範
嘻
た
る
に
^
く
ま 

ら
ず
、k
k
客
觀
的
實
在
の
存
在
規
定
を
も
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
質
か
ら
し
で
要
求
^

れ
る
茈
本
的
特 

徵
の
2
J
は
、
.物
自
體
を
觀
察
す
可
き
で
あ
w

JE
R
t
の.(一

)
の
叛
本
的
特
#
か
ら
し
て
、
⑴
觀
察
の
客
観 

性
、
.(2
)
と
の
物
の
'他
の
物
に
對
す
る
多
榇
な
る
關
係
の
全
總
體
の
觀
察
、
⑶
乙
の
物
の
發
展
の
觀
察
な
る
特
徴
が
生

じ
て
來
る
？ 

M

0'
(2
)

V

J
(3
)

の
特
镦
が
、
今
吾
.々
の
當
而
し
て
ゐ
る
.

_
題
の
解
決
：に
：重
.要
な
意
義
を
持
つ
の
で
あ
る
？ 

(2
)

の
特
徵
は
、
對
象
を
そ
の
凡
ゆ
る
關
係
の
全
總
體
は
於
セ
觀
察
す
る
乙
ど
を
要
求
し
て
居
る
。
即
ち
.一
定
の
運 

動
形
態
^

あ
る
對
象
ば
、
を
れ
^

同
時
^

存
す
る
他
の
運
動
形
態
の
對
象
ど
關
係
を
持
つ
の
み
な
ら
ず
、
又
^
.
れ
が 

曲
來
し
た
る
他
の
；述
動
形
態
に
あ
つ
.
た
對
象V

J

も
關
係
を
持
つ
て
居
る
。
即
ち

I

定
の
»

畠
は
を
れ
等
多
様
な
る
關 

.係
、
乃
至
規
定
の
統T

ど
し
て
の
み
存
す
る
の
で
；あ
る
。
そ
れ
故
、
.若
しT

定
の
對
象
を
生
々
ミ
し
た
を
の
客
體
性
.
 

に
於
て
把
握
せ
んV

す
る
な
ら
ば
、
當
然
仑
の
對
象
が
持
つ
N

C
れ
等
の
諧
關
係
、
諸
規
定
?:

不
可
分
の
統
一
'に
於
て 

把
振
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
参
の
關
惊
、
規
定
を
內
的
な
、
必
然
的
關
聯
^
於
て
捉
へ
な
け
れ 

ば
な
ら
料
。

こ
、
に
於
て
、
現
象
形
態
論
'

本
質
論
、'■
實
踐
論
等
、の
各
篇
R

於
て
取
扱
は
れ
る
諸
範
疇
を
配
列
す
る 

場
合
の
補
助
原
則
の
第
一

ど
し
て
、
i

.

必
然
的
關
聯
の
要
求
が
な
さ
れ
、
從
つ
て
單
に
諸
範
疇
を
羅
列
す
る
i
 

ど
呔
許
る
3

れ
な
い
の
で
あ
る
。
旣
化
へ
ー
ゲ
ル
も
.
、
從
來
の
形
式
論
理
學
が
舉
蛸
範
疇
を
羅
列
し
て
居
る
^
過
ぎ 

ぬ
缺
陷
を
，指
摘
し
て
、「

乙
の
體
系
^

現
は
れ
る
諸
々
の
表
題
や
區
分
も
>

そ
れ
自
身
で
は
.
.、

一

o

の
自
次
以
上
^
他 

に
何
等
の
意
義
5:
-

#

れ
ね
喾
だ」

.

(

ミ
述
べ
、'-
こ
れ
^

次
^

で
.論
理
學
^

於
げ
ざ
諸
範
#

の
配
列
0

 ̂

を
要
求
し
て
ゐ
る
。

(

<

^

.
 W

i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t

 

d
e
r

 

L

oyq
i
k
. hr

s
g
.

 

V
.

 

H
s
n
i
n
g
.

 

i
n
: 

v
o
l
l
s

5r:
n
d
i
g
e

 

A
u
s
g
a
b
e
.

bd
d
.

3- S. 43. )

.

.'
レ
ー
一
マ
ン
も
乙
れ
^
賛
成
し
、「

大
5
は
重
要
な
«'
楚」

.
_を
云
ダ
て
居
る
。C

川
內
唯
彥
_
、「

へ
！
ゲ
ル
論 

现
の
秤
學
大
綱
し
}一

1

八—
ill

九
頁
參
照
>
::
■
.
.::
:

.;'
•;
:

.

ベ 

•

.
之
の
抓
助
原

^

迦̂
論
經
濟
學
の
膨
系
を
.構
成
ず
る
場
合
に
V

、
¥
極
度
^
重
要
で
あ

る

。
：
ァX

ク
ス
む
沄
ワ
て

居
る
.や
ぅ
^

、{
~例
べ
«

^

七
世
紀
の
經
»

學

者

逄

は
.\
.

常
^

生
.
々

皮

し

挞

盡

，
即
ち
人
ロ
、
:,
'
:國
民
、：
國
家
、：
諸
國

.

. 

. 

、

.■
'
,;■
. 

-
.
.
.
.
. 

.

.

. 

.
;
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二
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铪' 
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1
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三
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辯
證
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諸
特
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體
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デ
に
就
^

锒
六
號
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一
笫
ニ
*
H

S

.

2

0
与
四)

_
證
墘
の
難
#
抓
_
.特
徴
.̂
|
|系
<
に
故
ぃ
'て 

§.

一
家
等
々

I

出
發
し
だ

^
、
：常

;̂
;
鞭

箏
：■

析

だ

ぎ
 

掏
，へ
ば 

分

勞

：
寶
幣
ん
儐
偷
等
ダ
を
見
出
す
^

終

つ

て

ゐ

含
'
替

0

^

0

3

0

9

^

.
 

<
. 

K
.

 

&

&

ぞ

(/
»

、_

><
<;
>

し
、
.、又
4

日
の
經

濟

學

者

論

も

、
西
分
の
法

(

消
費
、
生
產
、
交
換
、
分
配
論)

、
三
チ 

'
の

法
.

(

.生
産
、
交
換
、
分

配

慰

，
一
芬
の
法

(

生
產
奪
を
交
換
乃
至
分
.配
論
y

v
:等
は

從
っ
、で
®

系
を
.區
分
し
、

f 

れ
等
各
論
を
別
々
^

叙
述
す
る
化
《

爻
ら
'ず
、
M'

fc
:
各
論
中

：̂
現
ば
る
、
諸
®;

濟
學
的
範
_

を
羅
列
.し
、
夫
々
別 

々
^

研
究
レ
て
居
各
に
過
ぎ
^

の
で
あ
つ
て
、
夫
等
範
疇
間
办
内
的
、
.
必
.然
的
關
聯
ば
與
へ
ら
れ
t

@

ら
ず
、
あ
つ 

て
卿
ー
論
經
濟
學
、の
對
象
、.
即
ち
資
本
主
義
.社
會
を
、：
ぞ
の
生
O

J

し
.た
統
.一

に
於
て
、
思
.惟
に
再
生
街
し
て
®

&

n

f

o

 

乙
れ
忆
皮
し
：て
，
資
本
主
義
：社
龠
ゼ
櫞
成
し
ャ
暦
る
®

本
的
諸
規
.览
を
_
的

必

欲

阶

關

聯

に

於

亡

以

ク

て
 

瑰
實
の
資
本
主
義
社
會
を
近
似
的

主̂
觀

反̂
映
ず

^
こv

;̂-

可
能

^
&し
■め
.た
マ
ル
ク

.ス
の
*-
+
^
,TOば
、
^!
論
择 

»
學
の
體
系
を
構
成
ず
る
場
合
、
頗
る
參
：考

^
«'
る 

*

.
欺
く
諸
範

^
ぼ
內

^
必
然
的
關
聯

^

て̂

*&
列
す
可
さ
で

>̂
-
る
^
し
て
^'

、
尙
ほ
如
何
'4

る
眼
序

於̂
て
.
聯
づ 

け

^
:が
々
不
明
で
あ
る
。
ミ
'、i

於

：て

か

、

第

Tf
の
補
助
原
則
を
必
要
ど
す
る
。
パ
し

.

4

原
則
は
B

過
程
の
順
序
に
音
■の
で
ぁ
る
。'
例
へ
ぼ
、
理
論
經
濟
學
の
對
象
た
.る
資
本
主
義
社
き
は
多
様 

な
る
規
定
ヵ
綺
ー
さ
れ
た
具
體
的
な
客
觀
的
實
在
で
^ '
ク

、

^-

れ

は
吾
々
.の
感
性
ぞ
刺
海
ず
る
も
の

■ v
j

じ
%

實
際 

y

識
の
出
發
猶
で
あ
る
0
然
し
乙
の
具
體
的
I

办
は
、':
康
性
化
始
^;
る
認
»
の
敗
發
點
で
ば
あ
る
が
、
M >
修
h
の 

も
|の
、
出
發
點
ど
は
な
ぅ
得
なS

。.

若
じ
風
惟
が
直
接
斯
況
る
具
體
的
な
^
の
か
ら
出
發
、す
：る
な
ら
ば
、
思
惟
は
具 

體
的
な
も
の
を
把
握
し
#
ず
し
七
、
皮
つ
？
て
袖
象
：的
な

.一
一
三
の
：規
定
に
：達
ず

.
aま

過

ぎ*;
ぃ
0
.
.
佩
へ
^
全
.社
會
的
生

.產
行
爲
：の
.甚
礎
で
：あ
々
主
艘
で
あ
る
人

〔

ロ
.の
如
き
具
體
的
な
冷
の

^

&
思
惟
を
桃
ち
硏
究
を
始
め
.る
の
'
.は
課
つ
て
®

:

る

。

「

人

口

は‘、
.：

例
：：

へ
：
ば

そ

れ

を

構

成

し

て

ゐ

る

諸

階

級

を

除

外

ず

れ

ば

.：

！

..つ
"
の

杣

象

で

：あ

る

“
。

■

乙

の
：階

級

は 

名

れ

め

某

礎

を

な

：す
！

I

契

機

、''
'例

べ

：ば

賃

銀

勞

働

：、
資

本

等

を

知

：ら
：夺

け

科

：ぼ

、
ぃ

T

つ
の
：空■

で

あ

るa
::m
者

：
{
註 

賃

銀

勞

働

、
資

本

)

；
は

交

換

、
：分

勞

、

V
價

袼

等

を

：想

定

ず

。
：
：
例

，
へ

ぼ

資

本

は

賃

銀

勞

働

な

ぐ

、

價

値

、

：
馨

、
：價

格 

等

次

く

し

.て

は

蕪

で

あ

0
。
：
ぞ

れ

故

、

.

私

が

人

：
ロ?:
以

つ

：て(

註
1
§

>

.

^

w

s
 

^

始

め

：る

な

：ら

ば

、
；
そ

れ

ば

全 

體

の

：1
0の

混

沌

た

る

)

表

象

：で

あ

太

：

i

ヶ

詳

細

な

る

：規

定

疼

ょ

':3

:

表
象M

れ
だ
真
體
的
衣
省
：の
游

&
益
d
稀
薄
な
杣
象
的
な
％
0
ド
、
遂
fc
は
最
も
單
純
な
諸
規
定
に
到
達
す
る
だ
ら 

ぅ
。」

こ
_

「

方
法
は
織
擊
が
备
0
:成
立
：柃

際

じ

ず

 

例
^

ば
十
七
世
紀 

0

M濟
學
者
達
ぼ

、：

常
^

生 

し
た
全
體
，
即
ち
人
口
、」

國
民
、
國
家
、
諸
國
家
箏
々
か
ら
出
發
し
た
が
、
常
^
 

，彼
f

分

析

^

ょ
つて、
--
.
;
1

0:
規

露

恕
、(

杣
象
的
普
遍
的
*
關
係
、‘
_
べ
_
證

、
.：貨
幣
、
へ
價
値
等
ゲ
を
見
出 

;す
，に
，，終
つ
^
ゐ
を
。u.
l(

z 

c
r 

Kriti 
が der:

•XJ-OHtmdlen

o:
k
o
no'
'B'
'
'
i
e
.

) s.. 

x
x
x
\
T

)

：;;
;
:
>
J
n
^
m

、
.具
體
的
a;
客
雛
的 

實
我
を
主
卿
^
苒
生
產
す
5
辯
證
法
的
勰
廳
過
：程
で
ば
なs

。

辯
證
锒的！！

識
週
稗ば
、

惟
的
に
_

ふ
限
ヶ
紀
於
て
：ば
、'.
,具
體
：が
.

^ĝ
.
:

へ
一
：
で

は

が

ん

 

例 

.へ
：ば
、資
本
■

に
於
け
名
が
如
く
、思
惟
：は
商
品
.次
岑
單
純
な
：、V

抽
象
的 

幣

せ

商

品

：
の
：
統

：

4

.
tt

る

資

本

等
.：
々

：
の

：

^

な

：複

_

$

、

.真

體

的

思

惟

範

疇

べ

ビ

發

展

其

體

物

の

苒

生

產

：

.

J:9benda.:s.vxxxa>

を

：な

ず

可

：多

で
.あ
る

。.

「. ：

乙

後̂

.め
：方

法

は

明

か

に

科

學

.的
^
正
.し

J 

- 

• 

-
? 

J
- 

• 

*
 

-.
 

,,
 

.
 

-
# 

«. 

. 
~

笫】
1

十
六
'卷

(
1

〇(

：
ニ35
:)

辯
證
，
法
0

墓
本
的
諸
特
徵
セ
體
系
そ
に
：就
い
て 

第
六
醮：

-

九
二



-

第
一
，

I

十
六
卷
スC

 

1

0
三
六)

辯
瞭
法
£

本
的
睹
特
徵V

體
系
す
に
：就
い
て
，
 

笫
六
：號
：

九II 

:

へ
；f

ダ
ダ
も
觀
念
論
的
畋
に
で
は
あ
る
が
次
の
如
く
述
べ
'
て
居
る
。「

先
づ
第

1

に
、
乙
の
進
行
は
單
な
る
規
定
性 

(

註
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又
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史
的
生
產
組
織
：で
あ
る

。：.ブ
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れ
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猿
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範
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.得
な
.が
が
、'
資
本
ば
«
仪

が

な

く

ビ

冬

ょ

ぐ

理

解

.§
れ

得
る

。
資
本
味
ダ
ル
；；ジ
‘

.ァ
：社
會
の 

通

で
%
支
輸
^
茗

絳

濟

カ

で'あ

も
:.
°
資

本

は

出

發»
を

な

ず

对
#

,
あ

务

兄

#

^

終

土
地
霉
猶
以
前

^
展
開

3
る
可
き
で
あ
る
。

-
&
承

ち

、
：ス
藤
濟
©
諸

範
_
?:
:
?令
れ

奪

が

_

史

上

決

定

的

苓

も

め

^
あ

^
'#
鱗
序
妃
於
で
：.、.：
れ̂

.か
^

そ
れ
ぺ
ヒ 

る
諸
範
疇
办
：順
序
は
、
::
分
れ
：等
，が

®
代

^
ブ
：ポ
ジ

:3
:ァ
«1
:
^

.

て
.

そ
，の
關
係
；は
^

の
自
然
的
順
序
^

見
ゆ
る
も
0

:

^
或

：
は

藶

史

的

發

展

：
：
の

順

序

^

適
應
^

る

.
$
^
^
.
珥
 

參

名

:0
:
玆
で
問
題
な
：の
.
.は
、
、
經
濟
的
諸
關
係
が
種
々
食
る
)1
1
:
會
諸
形
態
め
繼
起
：の
.
內
に
處
史
土
.占

1>
:る
せ
乙
衫 

%

で
1

^

0
^

:
 

•。.
•寧
ろ
®

代
ブ
>
:
.ジ
-

ァ
|{
:

會

パ

尚

部

に

：
於

け

'
谷
.そ

れ#

0

»

織

：が

問

題
«

_
の

で

あ

る

」
「
(
Z
u
r

 

芦

I
V
A
L
V
)

劣

述

べ.
て

ゐ

る。
'

“
 

ハ

:
ン：之
の
際
、：
：序
^

な
：が
&

、'
;
:
.從
魂
^

て
：1
言
し
て
：置
く
。
古
典
派
經
濟
學
は
、：純
粹
の
思
«
過
程
、：：_
ち
論
_
的

纖

杈

ょ

つ

浅

得

：充
根
本
法
則
か
ら 

々
な
法
則
を
演
繹
し
た
の
で
あ
る
.0

こ
れ
^
反
し

、
，
歷
：史
派
：は

種

々

な

^
經
驗
的
歷
逛
的
事
實
の
蒐
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兩
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濟
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濟
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懢
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濟
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又
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